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Story of the Falconer in the Edo Period － About a Book of the 
Falconry that the Yoda Clan －

Yasuko NIHONMATSU

一
　
は
じ
め
に

　

信
濃
源
氏
・
満
快
流
の
一
族
で
あ
る
依
田
氏
に
は
、
近
世
期
に
鷹
匠
と
し

て
活
動
し
た
家
系
が
あ
る
。
彼
ら
は
ま
ず
初
代
藩
主
の
前
田
利
次
の
時
期
に

富
山
藩
に
仕
え
、
次
に
第
六
代
藩
主
・
前
田
吉
徳
の
藩
政
期
に
加
賀
藩
に
仕

官
し
た
（
後
述
）。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
複
数
の
藩
に
ま
た
が
っ
て
転
々
と

仕
官
す
る
の
は
珍
し
い
例
で
あ
る
が
、
当
家
は
明
治
期
ま
で
加
賀
藩
士
の
家

と
し
て
継
続
し
た
。
そ
の
末
裔
で
あ
る
依
田
盛
敬
氏
は
、
伝
来
の
古
文
書
類

を
百
点
以
上
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
大
半
を
占
め
る
の
が
「
鷹
書
」
と

称
す
る
鷹
狩
り
の
伝
書
類
で
、
総
計
八
〇
点
を
超
え
る
。
こ
の
よ
う
な
近
世

期
の
放
鷹
文
化
に
関
す
る
豊
富
な
情
報
を
満
載
し
た
依
田
氏
の
文
書
類
は
、

貴
重
な
文
化
資
源
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
う
ち
、
巻
子
本
を
除
く
同

氏
所
蔵
の
鷹
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
（
注
1
）。
そ
れ

ら
の
鷹
書
群
の
う
ち
、
加
賀
藩
に
仕
官
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
る
依
田
盛
昌

（
後
述
）
の
名
前
が
見
え
る
『
鷹
序
之
卷
』
は
、
全
部
で
九
条
あ
る
す
べ
て

の
項
目
に
鷹
術
関
連
の
説
話
が
記
載
さ
れ
、
鷹
狩
り
に
関
す
る
実
技
的
な
情

報
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
伝
書
の
形
態
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
と
い
え

よ
う
。

　

本
稿
で
は
、
鷹
書
に
所
収
さ
れ
る
説
話
に
つ
い
て
の
関
心
か
ら
当
該
書
に

注
目
す
る
。
ま
ず
は
、
新
出
資
料
で
あ
る
同
書
の
全
文
を
翻
刻
紹
介
し
、
本

文
と
類
話
と
の
比
較
を
通
し
て
そ
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
こ
の
よ
う
な
本
書

に
関
す
る
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
期
の
鷹
匠
に
伝
来
し
た

鷹
書
に
関
す
る
文
化
伝
承
的
な
価
値
を
理
解
す
る
一
助
と
し
た
い
。

二
　
依
田
氏
の
鷹
術
伝
承

　

当
該
書
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。『
鷹
序
之
巻
』（
内
題
）。
一
冊
。
縦
二

四
．四
㌢
×
横
一
八
．四
㌢
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
楮
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
一

〇
丁
。
遊
紙
後
一
丁
。
一
丁
裏
お
よ
び
二
丁
表
裏
白
紙
。
一
丁
表
左
肩
に

「
鷹
序
之
巻 

乾
一
」。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
序
之
巻
」（
巻
首
題
）。
半
葉
八
行
。

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
一
〇
丁
裏
に
「
寶
暦
九

巳　
　

卯 

依
田
十
郎
左
衛
門
／

六
月
吉
日 

盛
昌
（
花
押
）（
縦
二
．三
㌢
×
横
二
．三
㌢
の
朱
正
方
印
）
／
依

田
次
右
衛
門
殿
」。
朱
引
き
（
地
名
は
右
に
一
本
、
人
名
は
中
に
一
本
、
官

名
は
左
に
一
本
、
書
名
は
中
に
二
本
、
元
号
は
左
に
二
本
）
有
。

　

次
に
、
同
書
の
全
文
翻
刻
を
掲
出
す
る
（
句
読
点
を
私
に
付
し
た
。
改
行

は
／
を
以
て
示
し
、
改
丁
は
」
で
括
っ
て
（
一
オ
）
の
よ
う
に
丁
数
な
ら
び

に
表
裏
を
示
し
た
）。

　
　

鷹
席

（
序
カ
）之

巻　

乾
一
」（
一
オ
）

　
　
（
二
丁
表
裏
白
紙
） 

　
　
　
　
　
　
　

鷹
序
之
巻

一　

夫
鷹
ヲ
仕
ト
云
事
、
人
倫
之
非
業
、
摩
阿
陀
國
之
聖
界
、
／
大
聖

世
尊
之
謀
、
衆
生
之
心
不
同
ニ
シ
テ
、
其
儀
マ
チ
々
／
成
間
、
此
身
ニ

随
テ
心
ヲ
ヨ
ロ
コ
ハ
シ
乄
、
夫
ニ
依
テ
罪
之
／
輕
重
、
生
死
無
常
之
理
、

難
レ
定
然
ニ
生
者
必
滅
會
者
／
定
離
之
理
也
。
爰
ニ
煩
悩
即
菩
提
生
死

即
涅
槃
諸
／
法
之
至
極
カ
去
ハ
、
何
モ
此
身
ハ
法
ナ
ラ
ス
ト
云
事
ナ
シ
。

尤
、
／
鷹
之
始
リ
荒
々
顕
者
也
ト

云　
　

々

。」（
三
オ
）

一　

鷹
ヲ
仕
始
ラ
レ
シ
事
ハ
、
摩
阿
陀
國
之
聖
界
江
南
國
之
／
國
主
鷹

ヲ
爲
レ
好
給
之
。
太
歳
ハ
壬
寅
十
一
月
三
日
申
之
時
、
／
西
淨
國
ト
云

國
之
主
、
殿
上
達
部
鷹
狩
ニ
出
爲
／
仕
給
事
有
キ
。
賢
仙
ト
云
山
之
麓

ニ
テ
仕
被
始
之
。
其
野
之
／
名
ヲ
ハ
大
千
道
ト
云
也
。
白
生
之
鷹
之
極

近
世
期
に
お
け
る
鷹
匠
の
文
化
伝
承

　
―
依
田
氏
の
鷹
書
を
端
緒
と
し
て
―

�

二
本
松　

泰
子



124

近世期における鷹匠の文化伝承

テ
羽
之
速
事
余
／
之
鷹
ニ
ハ
勝
タ
リ
。
眼
ハ
如
明
星
之
、
頭
ハ
晴
水
ト

シ
テ
、
似
秋
ノ
／
月
ニ
、
唇
ハ
ク
レ
々
々
ト
シ
テ
、
鷲
之
山
ヲ
如
爲
出

シ
。
肩
ハ
、
ハ
ン
々
々
／
ト
シ
テ
、
海
中
ニ
二
つ
之
岩
、
如
爲
指
出
。

側
之
毛
ハ
、
波
之
花
之
如
。
／
漂
蕩
カ
胸
之
毛
ハ
、
呉
竹
之
節
ヲ
並
タ

ル
ニ
似
リ
。
後
難
山
之
」（
三
ウ
）
流
ニ
似
リ
。
是
ヲ
鷹
之
王
ト
ス
。

此
鷹
ヲ
長
推
ト
云
者
、
高
／
祖
之
鷹
タ
ヌ
キ
ニ
テ
紅
之
卷
上
之
鈴
ヲ
指

テ
、
此
野
ニ
／
押
出
タ
リ
。
國
主
、
御
覧
シ
テ
榮
花
ニ
侈
愛
給
所
之
彼

／
鷹
、
手
ヨ
リ

テ
死
ナ
ン
ト
ス
。
國
主
、
御
覧
シ
テ
爲
驚
給
／
ケ
ル

所
ニ
、
ア
ル
秦
國
之
文
人
、
參
テ
申
樣
、
此
鷹
之
病
者
、
／
萬
病
時
氣

ト
申
之
。
其
時
、
國
主
、
仰
ケ
ル
ハ
、
此
煩
ヲ
知
ナ
ラ
ハ
、
命
／
ヲ
継

テ
マ
イ
ラ
セ
ヨ
ト
宣
旨
有
。
彼
夫
人
、
宣
旨
之
仰
ナ
ラ
ハ
／
承
ヌ
ト
申

テ
、
偖
錦
之
袋
ヨ
リ
藥
ヲ
取
出
シ
テ
、
鷹
之
眼
ニ
／
微
塵
計
塗
、
亦
上

ニ
モ
湔
、
口
ニ
モ
塗
ケ
レ
ハ
、
其
時
如
本
之
ヨ
リ
健
ニ
（
四
オ
）」
見

ヱ
ケ
レ
ハ
、
國
王
、
被
仰
下
ケ
ル
、
汝
ガ
藥
ハ
如
何
成
藥
ソ
ト
。
曰
、

夫
人
答
テ
／
曰
、
鷹
飼
之
中
ニ
ハ
無
老
ト
申
者
也
。
十
善
之
御
内
ニ
ハ

赤
田
藥
／
ト
申
。
國
主
曰
樣
者
、
更
ハ
此
藥
之
本
性
ヲ
自
ニ
可
知
ト
宣

旨
／
有
。
夫
人
申
樣
ハ
、
昔
ハ
長
生
殿
之
内
ニ
テ
宣
旨
ヲ
五
度
返
ス
。

中
比
ハ
／
伽
比
羅
城
之
内
ニ
シ
テ
宣
旨
ヲ
七
度
返
ス
。
今
之
夫
人
ハ
、

帝
王
之
／
仰
ニ
随
テ
、
彼
向
顔
ヲ
延
テ
、
於
三
度
ニ
者
不
可
申
。
汝
カ

傳
厚
／
ニ
ハ
来
齊
國
ヲ
タ
フ
ヘ
キ
ト
宣
旨
有
。
其
時
、
夫
人
申
ケ
ル
條
、

禄
ヲ
／
不
給
共
、
十
五
代
ヨ
リ
夫
人
ニ
傳
ト
云
共
、
帝
王
之
仰
ニ
随
テ
、

藥
／
之
本
性
ヲ
可
申
。
大
海
之
ウ
ロ
ク
ス
ト
ハ
九
穴
之
蚫
之
ホ
ソ
腸
」

（
四
ウ
）
鹿
之
角
ノ
目
ヲ
以
テ
、
是
ヲ
鷹
之
萬
病
ヲ
治
ス
ル
藥
ト
ス
。

昔
ハ
／
長
生
殿
之
内
ニ
シ
テ
ハ
コ
メ
ウ
フ
モ
ン
ト
名
付
ル
之
。
中
比
、

伽
比
羅
城
之
／
内
ニ
シ
テ
節
之
藥
ト
名
付
、
今
ハ
大
千
道
之
本
ニ
テ
、

名
ハ
向
顔
／
ニ
上
、
藥
ヲ
ハ
殿
上
之
箱
ニ
納
、
末
代
世
々
ニ
至
迄
、
鷹

ヲ
好
マ
ン
衆
／
生
ハ
、
仰
此
本
性
ヲ
可
仕
。
太
歳
ハ
、
ソ
ヨ
ウ
元
年
正

月
三
日
未
之
／
刻
、
マ
カ
キ
ノ
前
ニ
来
留
ル
鷹
ヲ
以
始
ト
ス
。
従
其
以

来
、
傳
テ
／
千
八
百
余
年
之
。
俊
鷹
ハ
、
阿
修
羅
道
之
大
將
軍
之
化
身
、

／
本
地
毘
沙
門
天
王
之
。
摩
阿
陀
國
之
内
、
王
子
之
関
ニ
着
、
王
／
子

ノ
津
ヨ
リ
モ
堀
河
津
迄
ハ
五
萬
千
里
之
。
白
濟
國
堀
河
」（
五
オ
）
之

津
ヨ
リ
モ
日
本
國
越
前
之
國
敦
賀
津
迄
ハ
三
萬
三
千
里
／
也
。
七
日
七

夜
ニ
日
本
國
越
前
國
敦
賀
津
唐
人
橋
ニ
着
者
也
／
ト

云　
　

々

。
／

一　

抑
鷹
之
日
本
エ
渡
始
ル
事
神
之
代
也
。
白
濟
國
ヨ
リ
一
番
ニ
越
、

／
駿
河
之
冨
士
ヲ
巣
山
ト
ナ
シ
テ
、
七
ツ
ノ
子
ヲ
作
。
七
月
七
日
ニ
巣

山
ヲ
／
出
、
日
本
六
十
余
州
エ
廣
ム
ル
之
。
吾
朝
ニ
鷹
ヲ
仕
ト
云
事
、

／
仁
徳
天
皇
之
御
宇
之
八
十
六
年
之
御
代
ヲ
爲
持
給
四
十
／
六
年
ニ
當

リ
シ
年
、
白
濟
國
ヨ
リ
鷹
ヲ
書
ト
相
添
テ
渡
シ
／
ケ
ル
。
其
鷹
之
名
ヲ

俊
鷹
ト
云
也
。
使
之
躰
、
如
僧
之
。
仁
徳
天
皇
」（
五
ウ
）
之
御
代
之

後
ハ
、
鷹
ヲ
仕
ト
云
事
絶
タ
リ
。
清
和
天
皇
之
／
御
時
迄
此
書
有
ト
云

共
、
讀
開
人
ナ
シ
。
使
ノ
名
ヲ
ハ
小
満
ト
／
云
之
。
清
和
天
皇
之
御
時
、

渡
鷹
ハ
韓
卷
ト
云
之
。
使
之
躰
如
／
僧
之
。
此
仁
越
前
國
敦
賀
津
ニ
渡

着
。
名
ヲ
好
仁
米
光
ト
云
／
之
。
文
書
盡
シ
テ
被
渡
キ
越
前
之
國
敦
賀

津
ニ
着
テ
／
奏
聞
ス
。
其
時
之
都
ハ
、
粟
津
之
大
臣
公
卿
納
言
殿
上
至

迄
、
集
／
給
テ
韓
卷
ヲ
取
ニ
可
下
ト
宣
旨
有
ケ
レ
ハ
、
公
卿
各
々
申
／

サ
セ
給
イ
ケ
ル
。
其
時
、
播
磨
國
之
住
人
源
政
頼
爲
勅
使
敦
賀
／
津
ニ

被
下
。
内
裏
之
御
使
成
ト
云
唐
人
之
字
者
好
仁
ト
」（
六
オ
）
云
名
乗

ヲ
米
光
ト
云
之
。
米
光
カ
獎
束
ニ
ハ
大
荒
目
之
ホ
イ
ノ
／
色
之
。
刺
貫

節
染
之
。
三
重
ノ
衣
ヲ
着
タ
リ
。
錦
之
帽
子
ヲ
／
ゾ
シ
タ
リ
ケ
ル
。
形

ハ
似
僧
ニ
、
政
頼
、
彼
ニ
向
テ
宣
旨
御
使
成
ト
／
云
ケ
レ
ハ
、
政
頼
ニ

向
テ
申
テ
曰
、
韓
卷
ニ
文
書
ヲ
相
添
テ
取
渡
／
テ
ト
云
。
其
時
、
政
頼
、

大
國
之
文
ヲ
讀
兼
テ
、
米
光
ニ
讀
ト
云
ニ
、
／
ホ
ウ
枕
ヲ
タ
ベ
ト
答
フ
。

其
時
、
小
竹
ト
云
半
物
ヲ
出
ス
。
米
光
、
餘
ニ
／
喜
テ
床
ヨ
リ
下
、
七

度
拜
ス
。
小
竹
カ
獎
束
ニ
ハ
、
山
吹
之
匂
之
色
、
／
紅
之
茂
袴
、
髪
ハ

如
翡
翠
之
。
形
ハ
似
如
来
ニ
。
米
光
申
ケ
ル
ハ
、
小
竹
ヲ
／
以
テ
奏
聞

可
申
ト
。
御
返
事
申
、
御
門
重
テ
政
頼
ヲ
以
此
鷹
之
」（
六
ウ
）
文
書

ヲ
可
讀
由
宣
旨
之
。
御
使
政
頼
之
。
彼
米
光
、
手
ヲ
打
テ
／
此
國
ニ
此

書
有
ト
驚
。
讀
開
事
ナ
シ
。
政
頼
、
此
由
奏
聞
ス
。
御
門
／
之
御
謀
ニ
、

小
竹
ト
云
女
ヲ
政
頼
、
御
使
ト
シ
テ
出
シ
給
。
政
頼
、
／
此
文
書
ヲ
讀

開
、
八
十
一
卷
之
書
、
其
後
、
政
頼
ニ
相
傳
シ
、
／
三
十
六
之
口
傳
ト

ス
。
如
右
之
、
不
殘
信
濃
國
祢
津
是
ヲ
傳
／
者
也
ト

云　
　

云

。
／

一　

鞭
ト
云
事
、
安
養
之
淨
土
之
尺
杖
之
。
如
何
成
ハ
尺
杖
ヲ
鷹
之
／

鞭
ト
云
侍
ル
ト
申
ニ
、
夫
昔
、
安
養
之
淨
刹
之
天
竺
之
内
ニ
、
上
天
／

竺
ニ
山
寺
有
。
其
山
寺
之
開
山
ヲ
ハ
、
藥
王
菩
薩
ト
申
之
。
然
間
此
」



125

Story of the Falconer in the Edo Period

八
幡
／
大
菩
薩
之
。
三
十
六
之
口
傳
ハ
地
之
三
十
六
禽
ヲ
以
之
。
是
モ

本
分
／
之
天
子
成
間
、
故
ニ
是
ヲ
以
、
三
十
六
之
口
伝
傳
ト
定
ル
之
。

鷹
韝
釋
ハ
／
十
八
之
秘
事
、
三
十
六
之
口
傳
ヲ
以
ス
ル
書
物
ニ
顕
ハ
大

方
之
／
事
也
ト

云　
　

々

。」（
九
オ
）

　
　
（
九
丁
裏
一
〇
丁
表
白
紙
） 

　
　

寶
暦
九

巳　
　

卯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
田
十
郎
左
衛
門
／

六
月
吉
日

�

盛
昌
（
花
押
）（
朱
正
方
印
）／
依
田
次
右
衛
門
殿
」（
一
〇
ウ
）

　

先
述
の
通
り
、
同
書
は
一
つ
書
き
形
式
で
全
九
項
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
繰
り
返
す
が
、
鷹
狩
り
の
伝
書
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
技
的
な

鷹
術
の
知
識
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
の
内
容
は
物
語
性
を
持
っ

た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
各
条
の
概
要
を
以
下
に
整
理
す
る
。

第
一
条
＝
鷹
を
遣
う
こ
と
の
由
来
は
人
間
の
業
で
は
な
く
、「
摩
阿
陀
國
」

の
「
大
聖
世
尊
」
の
は
か
り
ご
と
に
よ
る
も
の
と
い
う
。

第
二
条
＝
鷹
を
遣
い
始
め
る
こ
と
は
、「
摩
阿
陀
國
」
の
「
聖
界
江
南
國
」

の
国
王
が
鷹
を
好
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。「
壬
寅
十
一
月
三
日
申
之

時
」
に
「
西
淨
國
」
の
国
王
が
「
殿
上
達
部
」
と
鷹
狩
り
に
出
た
こ
と
が
あ

っ
た
。「
賢
山
ト
云
山
之
麓
」
の
「
大
千
道
」
と
い
う
野
で
遣
い
始
め
た
と

き
、
吉
相
を
備
え
た
「
鷹
之
王
」
と
さ
れ
る
白
生
の
鷹
を
「
長
推
ト
云
者
」

が
こ
の
野
に
出
し
た
。
国
王
は
こ
れ
を
愛
で
る
が
、
鷹
は
手
か
ら
落
ち
て
死

に
か
け
る
。
驚
く
国
王
に
対
し
て
「
ア
ル
秦
國
之
文
人
」
が
、
こ
の
鷹
の
病

気
が
「
萬
病
時
氣
」
で
あ
る
と
診
断
す
る
。
国
王
は
こ
の
人
物
に
鷹
の
救
命

を
命
じ
、
夫
人
な
る
当
該
人
物
は
宣
旨
な
ら
ば
と
承
諾
し
、
秘
伝
の
薬
を
投

じ
て
鷹
を
救
命
し
た
。
国
王
は
夫
人
に
そ
の
薬
の
名
前
を
聞
き
、
夫
人
は

「
無
老
」「
赤
田
藥
」
で
あ
る
旨
を
説
明
す
る
。
続
け
て
国
王
が
薬
の
本
性
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
夫
人
は
長
生
殿
や
伽
比
羅
城
に
お
け
る
宣
旨
の
先
例
を
挙

げ
な
が
ら
、
三
度
の
宣
旨
に
お
い
て
は
申
す
べ
か
ら
ざ
る
旨
を
答
え
る
。

「
来
濟
國
」
を
下
賜
す
る
宣
旨
が
あ
る
と
、
夫
人
は
そ
れ
を
拒
否
し
て
一
五

代
よ
り
夫
人
に
伝
来
し
た
薬
の
本
性
を
明
か
す
。
そ
の
名
前
が
「
ハ
コ
メ
ウ

フ
モ
ン
」（
長
生
殿
之
内
）、「
節
之
藥
」（
伽
比
羅
城
之
内
）、「
向
顔
」（
大

千
道
之
本
）
と
変
遷
し
た
こ
と
を
述
べ
つ
つ
「
殿
上
之
箱
」
に
納
め
、
末
代

に
至
る
ま
で
鷹
を
好
む
衆
生
は
こ
の
薬
方
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

（
七
オ
）
藥
王
菩
薩
、
淨
刹
ヨ
リ
天
竺
ニ
天
降
給
所
ニ
、
其
時
、
白
鷹

之
／
第
兄
ヲ
左
右
之
御
手
ニ
据
、
乙
ヲ
ハ
右
之
御
手
ニ
月
輪
ト
号
／
シ
、

兄
ヲ
ハ
左
之
御
手
ニ
日
輪
ト
号
シ
テ
、
天
竺
之
山
寺
ニ
渡
給
。
／
其
時
、

彼
山
寺
ニ
地
ヲ
シ
メ
テ
、
御
建
立
侍
ル
故
ニ
、
此
山
寺
之
山
号
／
ヲ
兄

弟
山
ト
申
之
。
然
ニ
彼
白
鷹
ヲ
天
竺
エ
越
給
ニ
悪
魔
ニ
必
ト
／
ラ
ル
へ

シ
。
然
ニ
淨
刹
ニ
ハ
此
杖
ヲ
以
、
地
神
モ
賢
穿
之
爲
、
亦
法
界
ヲ
此
杖

ニ
／
テ
釋
ス
ル
時
ハ
、
五
百
之
聲
聞
四
千
八
百
九
十
八
匹
之
ヒ
ヅ
メ
共

此
杖
／
ニ
テ
釋
ス
レ
ハ
随
リ
ト

云　
　

々

。
／	

一　

鈴
ヲ
指
ト
云
事
、
安
養
之
淨
刹
ニ
テ
ハ
、
此
折
節
、
白
鷹
遠
」

（
七
ウ
）
行
ケ
ル
ニ
、
フ
セ
ウ
山
ニ
ハ
十
萬
八
千
余
、
柄
ノ
鈴
有
。
木

ノ
名
ヲ
ハ
沙
羅
／
双
樹
ト
テ
此
山
ニ
四
萬
五
千
本
生
之
。
其
枝
毎
ニ
鈴

ヲ
付
置
給
イ
／
ケ
ル
ニ
、
白
鷹
余
所
ヨ
リ
飛
来
。
沙
羅
双
樹
之
枝
ニ
登

ン
ト
シ
ケ
ル
／
ニ
、
鈴
、
鷹
之
羽
ニ
當
リ
テ
カ
ラ
々
々
ト
鳴
ケ
レ
ハ
、

大
日
如
来
現
給
。
／
何
者
ゾ
ヤ
鈴
ニ
當
ル
ハ
ト
宣
エ
ハ
、
諸
之
菩
薩
達

出
テ
見
給
／
エ
ハ
、
白
鷹
此
木
之
枝
ニ
登
リ
ケ
ル
。
鈴
之
音
ヲ
聞
故
ニ
、

白
鷹
ヲ
／
見
付
給
イ
ケ
ル
。
切
々
尋
ン
ヨ
リ
ハ
、
此
鈴
ヲ
一
柄
可
付
ト

テ
、
彼
白
／
鷹
ニ
付
給
。
然
ニ
鷹
ハ
是
、
阿
字
之
。
阿
字
ハ
是
、
鷹
師

之
。
鷹
師
ハ
／
是
同
躰
分
身
之
阿
字
之
。
如
来
之
神
徳
之
然
ニ
鷹
ヲ
居
。

殊
勝
」（
八
オ
）
ニ
思
ワ
ン
人
ハ
、
安
養
之
世
界
ヨ
リ
、
紫
雲
タ
ナ
ヒ

キ
大
日
如
来
之
／
世
界
エ
鷹
師
ヲ
引
導
セ
ン
事
疑
ア
ラ
ン
ト

云　
　

々

。
／

一　

仁
徳
天
皇
之
御
時
、
渡
鷹
俊
鷹
是
之
。
同
耳
之
先
赤
女
犬
ニ
、
／

九
尋
三
尺
之
綱
ヲ
付
テ
渡
ス
也
。
／

一　

清
和
天
皇
之
御
宇
ニ
渡
鷹
、
韓
卷
ト
云
リ
。
出
羽
國
羽
黒
／
山
エ

放
給
。
同
白
犬
ニ
六
尋
二
尺
之
綱
ヲ
付
テ
渡
シ
ケ
ル
。
男
犬
也
。
／
使

之
者
名
ヲ
好
仁
米
光
是
也
。
／

一　

一
條
院
之
御
時
、
唐
轡
ト
云
鷹
渡
之
。
紀
伊
之
國
熊
野
山
エ
放
／

給
。
同
赤
駮
之
男
犬
ニ
三
尋
一
尺
之
綱
ヲ
付
テ
渡
也
。
使
ノ
者
名
ヲ
」

（
八
ウ
）
小
滿
ト
云
也
。
／

一　

家
ニ
ハ
一
牧
紙
極
意
也
。
一
牧
紙
無
相
傳
者
、
一
部
ト
ハ
不
可
云

也
。
／
一
部
之
卷
數
不
可
云
。
十
八
之
秘
事
、
三
十
六
之
口
傳
ハ
、
一

部
之
／
外
之
極
ル
秘
事
之
。
何
ト
テ
十
八
之
秘
事
、
三
十
六
之
口
傳
ト

云
ニ
／
弥
陀
之
十
八
願
ヲ
本
ニ
立
給
故
ニ
、
是
ヲ
以
、
十
八
ト
云
垂
跡
、
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「
ソ
ヨ
ウ
元
年
正
月
三
日
未
之
刻
」
に
「
マ
カ
キ
ノ
前
」
に
来
て
留
ま
る
鷹

を
以
て
そ
の
始
ま
り
と
す
る
。
そ
れ
以
来
、
千
八
百
余
年
伝
来
し
た
。「
俊

鷹
」
は
「
阿
修
羅
道
之
大
將
軍
之
化
身
」
に
し
て
本
地
は
「
毘
沙
門
天
王
」

で
あ
る
。「
摩
阿
陀
國
之
内
、
王
子
之
関
」
か
ら
「
白
濟
國
堀
河
之
津
」
を

経
て
「
日
本
國
越
前
國
敦
賀
津
唐
人
橋
」
ま
で
七
日
七
夜
か
け
て
た
ど
り
着

い
た
と
い
う
。

第
三
条
＝
鷹
が
日
本
に
渡
り
始
め
た
の
は
神
代
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

百
済
国
か
ら
「
駿
河
之
富
士
」
を
巣
山
と
し
、
七
つ
の
子
を
産
ん
で
日
本
国

内
に
広
め
た
と
い
う
。
本
朝
で
鷹
を
遣
っ
た
の
は
仁
徳
天
皇
の
時
代
に
「
白

濟
國
」
か
ら
鷹
と
書
を
添
え
て
伝
来
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
そ
の
鷹
の

名
前
は
「
俊
鷹
」
と
い
う
。
鷹
を
伝
え
た
使
者
は
僧
形
を
し
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
は
鷹
を
遣
う
こ
と
は
絶
え
、
清
和
天
皇
の
時
代
ま
で
こ
の
鷹
書

を
読
み
開
く
人
も
い
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
の
使
者
の
名
前
は
「
小
滿
」
と

い
う
。
清
和
天
皇
の
時
代
に
伝
来
し
た
鷹
は
「
韓
卷
」
と
い
う
。
使
者
は
や

は
り
僧
形
を
し
て
お
り
、
越
前
国
敦
賀
津
に
到
着
し
た
。
名
前
を
「
好
仁
米

光
」
と
い
う
。
文
書
を
披
い
て
越
前
国
敦
賀
津
に
お
い
て
奏
聞
し
た
。
そ
の

時
、
都
で
は
、
粟
津
の
大
臣
や
公
卿
納
言
、
殿
上
人
に
い
た
る
ま
で
集
ま
り
、

「
韓
卷
」
を
取
り
に
下
る
べ
き
宣
旨
が
あ
っ
た
。「
播
磨
國
之
住
人
源
政
頼
」

が
敦
賀
津
に
下
り
、
内
裏
の
使
者
と
し
て
「
唐
人
之
字
者
好
仁
ト
云
名
乗
ヲ

米
光
ト
云
」
人
物
と
対
面
し
た
。
米
光
が
政
頼
に
向
か
っ
て
言
う
に
は
、

「
韓
卷
」
に
文
書
を
添
え
て
渡
す
と
い
う
。
政
頼
は
文
書
を
読
み
か
ね
、
米

光
に
読
む
よ
う
に
「
小
竹
ト
云
半
物
」
を
使
っ
て
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
米
光

は
喜
ん
だ
。
米
光
は
小
竹
を
以
て
奏
聞
す
る
べ
し
、
と
申
し
た
と
こ
ろ
、
帝

は
重
ね
て
政
頼
を
以
て
こ
の
鷹
の
文
書
を
読
む
べ
き
由
の
宣
旨
を
下
し
た
。

米
光
は
こ
の
国
に
こ
の
書
が
あ
る
と
驚
い
た
も
の
の
読
み
開
く
こ
と
は
な
か

っ
た
。
政
頼
が
こ
の
由
を
奏
聞
す
る
と
帝
は
謀
を
め
ぐ
ら
し
、
小
竹
を
使
者

と
し
て
遣
わ
し
た
。
結
果
、
政
頼
は
こ
の
文
書
を
読
み
開
き
、「
八
十
一
卷

之
書
」
を
そ
の
後
相
伝
し
て
「
三
十
六
之
口
傳
」
と
し
た
。
そ
れ
ら
は
残
ら

ず
「
信
濃
國
祢
津
」
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
。

第
四
条
＝
鷹
の
鞭
は
安
養
浄
土
の
尺
杖
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
安

養
浄
土
の
天
竺
の
う
ち
、
上
天
竺
に
山
寺
が
あ
り
、
そ
れ
は
薬
王
菩
薩
の
開

山
と
さ
れ
る
。
こ
の
薬
王
菩
薩
が
極
楽
浄
土
か
ら
天
竺
に
降
り
た
と
こ
ろ
、

白
鷹
の
雌
雄
（
弟
・
兄
）
を
左
右
の
手
に
据
え
、
雌
を
月
輪
、
雄
を
日
輪
と

称
し
て
天
竺
の
山
寺
に
渡
来
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
寺
の
名
前
を
兄
弟
山

と
号
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
白
鷹
を
天
竺
に
連
れ
て
ゆ
く
と
き
、
必
ず

悪
魔
に
取
り
殺
さ
れ
る
。
極
楽
浄
土
で
は
こ
の
杖
を
以
て
「
地
神
モ
賢
穿
之

爲
（
？
）」、
法
界
で
は
「
此
杖
ニ
テ
釋
ス
ル
時
」
は
、「
五
百
之
聲
聞
」
お

よ
び
「
四
千
八
百
九
十
八
匹
之
ヒ
ヅ
メ
」
が
随
う
と
い
う
。

第
五
条
＝
「
鈴
を
指
す
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
。
極
楽
浄
土
で
は
、「
フ

セ
ウ
山
」
は
一
〇
万
八
千
余
り
の
柄
の
鈴
が
あ
る
。
木
の
名
は
沙
羅
双
樹
と

い
っ
て
、
こ
の
山
に
四
万
五
千
本
生
え
て
い
る
。
そ
の
枝
ご
と
に
鈴
を
付
け

置
い
た
と
こ
ろ
、
白
鷹
が
飛
来
し
、
羽
が
当
た
っ
て
音
が
出
た
。
そ
れ
を
機

に
大
日
如
来
が
現
れ
、
白
鷹
に
鈴
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鷹
と
鷹
師
は

「
阿
字
」
の
同
体
分
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
殊
勝
に
思
う
人
は
極
楽
浄
土
か

ら
大
日
如
来
の
世
界
へ
引
導
さ
れ
る
と
い
う
。

第
六
条
＝
仁
徳
天
皇
の
時
代
に
渡
来
し
た
俊
鷹
と
と
も
に
耳
の
先
が
赤
い

雌
犬
も
「
九
尋
三
尺
」
の
綱
を
付
け
て
渡
さ
れ
た
と
い
う
。

第
七
条
＝
清
和
天
皇
の
時
代
に
渡
来
し
た
韓
巻
は
出
羽
国
羽
黒
山
に
放
鳥

さ
れ
た
。
同
じ
く
雄
の
白
犬
に
「
六
尋
二
尺
」
の
綱
を
付
け
て
渡
さ
れ
た
。

鷹
を
伝
来
し
た
使
者
の
名
前
は
「
好
仁
米
光
」
で
あ
る
。

第
八
条
＝
一
条
院
の
時
代
に
渡
来
し
た
唐
轡
と
い
う
鷹
は
、
紀
伊
国
熊
野

山
に
放
鳥
さ
れ
た
。
同
じ
く
赤
駮
の
雄
犬
に
「
三
尋
一
尺
」
の
綱
を
付
け
て

渡
さ
れ
た
。
使
者
の
名
前
は
「
小
滿
」
と
い
う
。

第
九
条
＝
伝
書
の
巻
数
の
極
意
に
つ
い
て
。
一
八
の
秘
事
と
い
う
の
は
、

阿
弥
陀
如
来
の
第
一
八
願
に
由
来
し
、
三
六
の
口
伝
は
地
上
の
三
六
禽
を
以

て
い
う
。「
鷹
韝
釋
」
は
一
八
の
秘
事
で
、
三
六
の
口
伝
の
書
物
に
大
方
の

こ
と
が
見
え
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
じ
く
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
の
鷹
書
群
の
中
に
も
う
一
冊
『
鷹
序

巻
』
と
称
す
る
ほ
ぼ
同
名
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
同
書
の
奥
書
に
は
「
祢
津

松
鷂
軒
（
縦
三
．一
糎
×
二
．三
糎
の
朱
長
方
印
）／
天
正
十
六
年

戌　
　

子

／
二
月

朔
日　

常
安
（
花
押
）／
依
田
十
郎
左
衛
門
殿
」
と
あ
り
、
天
正
一
六
年

（
一
五
八
八
）
の
年
記
が
見
え
る
。
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
年
記
が
見

え
る
前
掲
の
『
鷹
序
之
巻
』
よ
り
も
、
約
一
七
〇
年
前
の
テ
キ
ス
ト
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
天
正
本
に
見
え
る
第
一
条
～
第
五
条
と
右
掲
の
宝
暦
本
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の
内
容
の
第
一
条
～
第
五
条
は
、
ほ
ぼ
同
文
と
な
っ
て
い
る
。
天
正
本
の
丁

数
の
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
宝
暦
本
は
天
正
本
の
説
話
部
分
を
抜
粋
し
て
編

集
し
な
お
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
上
掲
の
『
鷹
序
之
卷
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
説
話
群
の
う
ち
、
第

一
条
～
第
三
条
の
鷹
の
由
来
お
よ
び
伝
来
に
関
す
る
説
話
は
中
世
～
近
世
に

か
け
て
流
布
し
た
鷹
書
類
に
多
く
の
類
話
が
散
見
す
る
（
注
2
）。
た
と
え

ば
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
和
傳
鷹
経 

上
下
』（
注
3
）
は
、
本
奥
書
に
よ
る
と

「
前
信
濃
守
神
貞
通
」
が
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
書
写
し
て
幕
府
に

進
上
し
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
「
前
信
濃
守
神
貞
通
」
と
は
、
室
町
時
代
に

幕
府
奉
行
人
を
世
襲
し
た
京
都
諏
訪
氏
の
人
物
で
、
そ
の
関
係
上
、
同
書
に

は
彼
の
一
族
が
奉
じ
た
諏
訪
信
仰
の
影
響
が
窺
え
る
（
注
4
）。
さ
ら
に
、

同
書
の
書
写
奥
書
に
は
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
の
年
記
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
依
田
盛
敬
氏
蔵
の
『
鷹
序
之
卷
』
と
は
近
い
時
期
に
伝
播
し
た
鷹
書
で

あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
、『
鷹
序
之
卷
』
と
類
似
す
る

鷹
の
伝
来
説
話
が
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

・
序

・
鷹
は
是
人
倫
の
事
に
あ
ら
す
。
摩
伽
陀
國
の
威
戒
大
聖
世
尊
の
謀
、

衆
生
の
心
不
同
に
し
て
其
儀
ま
ち
〳
〵
な
る
間
、
好
に
随
ひ
て
心
を
よ

ろ
こ
は
し
む
。
夫
、
罪
の
軽
重
、
生
死
無
常
の
理
さ
た
め
か
た
し
。
し

か
れ
は
、
生
者
必
滅
、
會
者
定
離
の
理
、
煩
悩
即
菩
薩
生
死
即
涅
槃
な

ら
は
、
諸
法
の
玉
位
何
を
好
む
も
法
な
ら
す
と
い
ふ
事
な
し
。
抑
鷹
を

仕
ひ
始
ら
れ
し
事
は
、
摩
伽
陀
國
の
威
戒
か
う
な
ゐ
國
の
王
、
鷹
を
好

給
ふ
と
な
ん
。
爰
に
治
用
元
年

壬　寅

十
二
月
三
日
申
の
時
に
、
さ
う
し
や

う
国
と
云
國
王
、
殿
上
神し

ん
た
ち
め

逹
部
鷹
狩
に
出
て
仕
は
せ
給
ふ
事
あ
り
き
。

雪
山
と
云
山
の
麓
に
て
つ
か
ひ
始
め
た
り
き
。
其
墅
の
名
を
は
大
善
道

と
云
。
此
野
也
。
此
墅
の
白
府
な
る
大
鷹
き
は
め
て
羽
の
は
や
き
飼
の

鷹
に
勝
た
り
。
眼
は
明
星
の
こ
と
し
。
頂
は
せ
ひ
〳
〵
と
し
て
秋
の
月

に
似
た
り
。
御
は
し
は
く
れ
〳
〵
と
し
て
鷲
の
山
を
い
た
ゝ
き
た
り
。

肩
は
は
ん
〳
〵
と
し
て
海
の
中
に
二
の
岩
の
さ
し
出
た
る
に
似
た
り
。

う
は
の
毛
は
く
れ
竹
の
ふ
し
を
な
ら
へ
た
る
か
こ
と
し
。
背
は
難
山
の

な
か
れ
ニ
似
た
り
。
是
鷹
の
王
と
す
。
此
鷹
を
長
瑞
と
い
ふ
は
紅
桜
の

鞲
に
て
紅
の
巻
上
の
糸
に
て
鈴
さ
し
て
此
墅
に
出
た
り
。
国
王
御
覧
し

て
栄
花
に
ほ
こ
り
て
あ
ひ
し
給
ふ
ほ
と
に
鷹
お
も
は
す
る
に
手
よ
り
お

ち
て
羽
を
ひ
ろ
け
て
し
な
ん
と
す
。
国
王
御
覧
し
て
奥
を
さ
ま
し
思
召

時
に
あ
る
神
国
の
夫
人
飼
て
申
や
う
、
此
鷹
の
病
は
万
病
治
け
と
い（

マ
マ
）ふ

云
け
り
。
其
時
、
国
王
、
此
病
を
し
る
な
ら
は
、
命
を
つ
き
て
ま
い
ら

せ
よ
と
云
宣
旨
あ
り
し
に
、
此
夫
人
宣
旨
な
ら
は
承
り
ぬ
と
申
て
、
錦

の
袋
よ
り
藥
を
出
し
て
鷹
の
目
に
み
ち
ん
は
か
り
ぬ
り
、
上
に
も
そ
ゝ

き
、
口
に
も
ぬ
り
け
れ
は
、
本
の
こ
と
く
す
み
や
か
に
見
へ
た
り
。
其

時
、
國
王
、
抑
な
ん
ち
か
薬
は
い
か
な
る
薬
か
と
の
給
ふ
ニ
、
夫
人
、

承
て
云
、
大
海
の
内
に
は
こ
ろ
う
か
と
申
、
十
若
の
内
に
は
あ
か
た
薬

と
申
、
し
か
ら
は
此
薬
の
ほ
ん
せ
い
を
つ
た
へ
申
へ
し
。
昔
は
長
生
殿

の
裏
に
て
宣
旨
七
度
返
し
申
。
中
比
か
ひ
ら
城
の
裏
に
て
五
度
か
へ
し

申
し
ゝ
か
と
も
、
今
の
夫
人
宣
旨
に
し
た
か
ひ
申
へ
し
。
て
ん
ご
う
に

は
、
さ
ゐ
國
を
給
ふ
へ
し
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
、
夫
人
、
宣
旨
重
ね
た

ま
は
ら
す
共
、
帝
王
の
仰
に
従
ひ
て
、
彼
薬
の
ほ
ん
せ
い
を
申
へ
し
。

大
海
の
内
に
は
九
穴
の
あ
は
ひ
の
ほ
そ
わ
た
、
う
さ
き
の
目
、
是
を
も

て
鷹
の
万
病
を
治
す
る
薬
と
す
。
末
代
悪
世
に
い
た
る
ま
て
鷹
を
好
ま

ん
衆
生
は
此
本
せ
ひ
を
あ
ふ
ひ
て
仕
へ
し
。
大
崴
は
蘇
用
元
年
正
月
三

日
末
の
時
、
左
竜
王
籬
の
前
に
来
て
つ
か
ふ
。
是
を
も
て
鷹
の
始
と
す
。

夫
よ
り
つ
た
は
り
て
一
千
八
百
余
年
な
り
。

一
・
天
地
ひ
ら
け
は
し
ま
り
て
、
い
さ
な
き
、
い
さ
な
み
の
尊
の
み
と

の
ま
く
は
い
を
し
り
、
此
書
に
人
の
上
下
を
わ
か
つ
て
と
い
へ
共
、
更

に
智
恵
な
か
り
し
。
鷹
を
た
て
ま
つ
り
し
よ
り
、
皆
智
恵
を
得
た
り
。

政
頼
、
眉
白
の
鷹
を
す
へ
し
よ
り
以
来
、
は
を
か
け
る
つ
は
さ
ま
て
も
、

君
に
お
そ
れ
、
つ
か
へ
す
と
云
事
な
し
。
是
に
よ
り
て
、
鷹
を
つ
か
ふ

人
は
千
顆
万
顆
の
国
に
も
、
な
を
勝
た
り
。
善
を
修
す
る
者
は
、
又
悪

を
知
り
、
悪
を
み
る
時
は
、
善
も
□
す
事
、
余
他
に
満
な
し
。
□
に
鷹

を
好
み
、
よ
く
つ
か
へ
は
成
仏
解
脱
う
た
か
ひ
な
し
。

　
　
　
　

・
本
朝
鷹
渡
始
事

一
・
抑
此
土
へ
鷹
渡
始
事
三
ヶ
度
也
。
神
代
の
時
一
度
人
間
始
て
、
一

度
其
後
二
百
余
年
に
あ
た
つ
て
、
つ
か
ひ
給
し
て
此
道
学
傳
る
人
な
し
。

其
名
の
み
云
傳
た
る
ま
て
に
て
不
分
明
也
。
仁
徳
天
皇
四
十
六
年
代
百

濟
国
よ
り
國
使
を
副
て
鷹
を
奉
る
。
其
鷹
を
ハ
倶
智
祖
と
い
へ
り
。
鷹
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飼
の
名
を
ハ
米
光
と
云
。
犬
飼
、
名
を
は
袖
光
と
犬
の
名
を
ハ
、
と
ま

ほ
こ
と
云
。
毛
ハ
黒
駮
也
。
彼
唐
人
を
越
前
敦
賀
津
に
着
。
政
頼
行
向

て
鷹
を
請
取
、
犬
を
請
取
て
日
記
副
て
渡
也
。
米
光
、
兼
満
と
す
。
政

頼
彼
唐
人
の
心
を
と
ら
ん
為
に
長
持
一
え
た
、
か
ら
ひ
つ
一
か
う
、
酒

の
筒
一
、
小
竹
と
い
へ
る
は
し
た
者
に
も
た
せ
て
、
唐
人
の
所
へ
つ
か

ハ
す
。
米
光
、
な
の
め
な
ら
す
よ
ろ
こ
ひ
て
、
是
を
請
取
。
さ
て
朝
に
、

お
ん
な
を
返
す
と
て
捨
文
云
、

　
　

�

小
ち
く
て
ふ
事
か
た
か
ら
ハ
笛
竹
の
一
夜
の
ふ
し
を
人
に
か
た
る

な

此
哥
を
よ
み
て
、
あ
さ
の
小
袖
一
重
と
ら
せ
け
り
。
此
女
に
め
て
ヽ
、

三
ヶ
月
ま
て
と
ヽ
ま
り
、
政
頼
終
夜
當
て
鷹
の
事
を
被
尋
と
ひ
け
る
に
、

十
六
の
秘
事
、
三
十
六
の
口
傳
、
悉
習
当
當
て
鷹
を
仕
け
る
に
は
、
下

に
お
き
て
哥
□
の
思
ひ
を
な
し
、
不
思
儀
の
見
物
な
り
と
て
御
門
も
大

に
御
悦
あ
つ
て
政
頼
に
こ
ま
の
郡
を
給
に
け
り
。

一
・
仁
徳
天
皇
八
十
七
年
た
も
た
せ
お
ハ
し
ま
す
其
時
、
四
十
年
云
正

月
ニ
摩
伽
陀
国
ゟ
駿
王
と
云
鳥
を
わ
た
し
、
天
竺
の
使
に
ハ
、
勾
陣
、

米
光
、
文
書
相
具
し
て
渡
り
、
此
宣
旨
を
下
さ
る
ヽ
。
宮
あ
わ
つ
の
宮

な
り
。
納
言
、
宰
相
、
公
卿
、
大
臣
、
殿
上
人
、
參
集
る
時
、
誰
か
駿

王
鳥
請
取
に
下
へ
き
と
宣
旨
あ
り
け
れ
ハ
、
公
卿
、
各
申
さ
せ
給
け
る

ハ
、
蔵
人
政
頼
ハ
か
り
そ
御
使
に
下
て
、
駿
鳥
請
取
へ
き
と
申
上
給
け

る
其
時
、
政
頼
、
越
前
国
敦
賀
津
へ
下
き
。
大
国
の
御
使
、
字
勾
陣
、

米
光
か
装
束
は
、
大
あ
ら
れ
の
あ
け
に
こ
う
の
さ
し
ぬ
き
に
藤
染
色
の

上
の
衣
を
着
た
り
。
錦
の
帽
子
を
し
た
り
。
其
時
の
形
、
僧
に
に
た
り
。

政
頼
、
相
向
て
宣
旨
の
御
使
た
り
と
云
。
米
光
駿
王
ま
い
ら
す
。
文
書

あ
い
く
し
て
渡
し
た
り
。
政
頼
、
大
國
の
御
文
よ
み
へ
す
。
米
光
に
よ

め
と
政
頼
か
い
ふ
に
、
ほ
う
枕
を
た
へ
と
云
。
其
時
、
こ
ち
く
と
い
ふ

は
し
た
も
の
を
い
た
す
。
米
光
、
餘
に
悦
て
床
よ
り
お
り
て
七
度
拜
す
。

小
竹
か
装
束
は
款
冬
の
に
ほ
ひ
の
色
、
く
わ
に
紅
の
ま
ろ
袴
也
。
か
み

は
ひ
す
い
の
こ
と
く
、
形
は
如
来
の
や
う
な
る
其
時
、
政
頼
と
く
と
お

も
ふ
ハ
、
い
か
に
と
云
へ
ハ
米
光
よ
む
へ
し
と
答
、
小
竹
取
て
返
事
、

　
　
　
　

�

く
れ
は
と
り
か
さ
ね
し
夜
半
の
朝
よ
り
ふ
し
て
ま
さ
れ
る
小
竹
こ

と
か
ね

か
く
い
ひ
て
米
光
大
国
の
文
書
よ
む
。
さ
て
云
、
駿
王
ハ
是
た
ヽ
の
鳥

に
あ
ら
す
。
毘
沙
門
天
皇
の
変
化
駿
鳥
の
魂
也
。
摩
伽
陀
の
内
鷲
峯
山

の
麓
に
て
駿
王
と
云
、
け
い
た
ん
国
の
う
ち
五
□
山
の
麓
に
て
ハ
山
に

鳥
と
い
ふ
。
日
本
富
士
の
こ
し
に
て
ハ
鷹
と
云
。
百
濟
国
ゟ
日
本
国
つ

る
か
の
津
に
て
三
万
三
千
里
之
。
□
人
ハ
水
神
也
。
百
濟
国
ゟ
七
日
七

夜
に
つ
る
賀
の
津
に
着
と

云　
　

々

。

一
・
仁
徳
天
皇
御
代
、
駿
鳥
渡
り
て
日
本
六
十
余
ヶ
國
に
ひ
ろ
め
給
き
。

蔵
人
源
政
頼
は
江
州
高
嶋
郡
の
住
人
也
。
駿
鳥
を
相
具
し
て
六
十
六
ヶ

國
を
ま
い
り
大
國
の
山
、
し
か
ら
ふ
ん
山
に
少
様
に
た
り
と
云
て
甲
斐

国
富
士
山
の
腰
つ
き
て
、
是
を
ひ
ろ
む
。
駿（

鳥
カ
）は

大
國
よ
り
正
月
ニ
い
た

る
。
其
後
、
信
濃
国
に
落
付
事
三
月
也
。
諏
方
郡
よ
り
國
中
に
ひ
ろ
ま

る
也
。
子
を
十
四
生
た
り
。
男
鳥
七
鳥
女
鳥
七
生
置
て
三
月
廿
日
よ
り

五
月
五
日
ま
て
巣
に
ふ
し
て
、
わ
か
せ
い
に
な
つ
て
五
月
五
日
午
ノ
時

に
巣
よ
り
出
て
物
を
習
は
し
た
り
き
。
五
月
廿
五
日
よ
り
七
月
十
五
日

ま
て
以
上
八
十
日
の
間
、
此
鳥
を
父
の
駿
鳥
、
心
を
つ
け
て
才
を
な
ら

は
す
。
太
郎
鳥
を
は
鷲
と
云
。
切
府
中
黒
を
出
し
て
帝
王
大
臣
の
御
宝

と
な
り
、
鳥
を
鴫
と
名
付
け
て
あ
ま
の
面
と
い
ふ
羽
を
出
し
て
、
王
の

御
宝
と
な
す
。
三
郎
の
鳥
を
は
、
大
鷹
と
名
付
金
鳥
を
取
て
王
の
御
宝

と
す
。
四
郎
の
鳥
を
は
、
隼
と
名
付
て
墅
鳥
の
鶉
を
取
て
田
堵
百
姓
の

唯
物
を
食
、
鳥
を
取
失
て
、
王
の
御
宝
と
な
す
。
五
郎
の
鳥
を
は
、
は

ゐ
鷹
と
な
つ
け
て
ま
ふ
け
の
君
の
御
宝
と
な
し
て
、
小
鳥
を
と
つ
て
小

児
の
御
宝
と
な
る
。
六
郎
の
鳥
は
、
鵄
と
名
付
て
日
本
国
天
魔
え
ん
の

棄
物
と
し
て
王
の
御
か
た
き
と
な
せ
し
。
七
郎
の
鳥
は
、
木
の
枝
と
名

付
て
極
東
の
鳥
と
な
る
へ
し
。
八
十
日
の
間
か
く
の
こ
と
く
習
は
し
訓

て
、
雲
の
中
に
具
し
て
上
り
て
捨
る
也
。
是
を
七
鳥
の
別
と
云
也
。
六

十
六
ヶ
國
に
ふ
た
と
な
れ
る
鳥
な
り
。
其
鳥
つ
か
ひ
蔵
人
源
政
頼
、
鷹

の
ま
ほ
り
て

（
マ
マ
）な

り
て
本
地
毘
沙
門
天
皇
に
見
出
し
、
ま
す
信
州
諏
訪
南

宮
の
化
現
な
り
。
さ
れ
は
鷹
の
魂
は
東
に
あ
り
と
也
。

　

ま
ず
、「
序
」
の
部
分
の
第
一
条
に
見
え
る
説
話
は
、『
鷹
序
之
巻
』
の
第

一
条
及
び
第
二
条
に
見
え
る
摩
訶
陀
国
で
の
鷹
狩
り
由
来
譚
（
夫
人
の
薬
方

説
話
含
む
）
と
類
似
し
て
い
る
。
続
く
第
二
条
に
は
、『
鷹
序
之
巻
』
に
は

な
い
記
述
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
朝
で
は
、
天
地
開
闢
以
来
知
恵
を
持
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た
な
か
っ
た
が
、
鷹
を
遣
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
皆
知
恵
を
得
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
政
頼
が
眉
白
の
鷹
を
据
え
て
か
ら
「
千
顆
万
顆
の

国
」
に
勝
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
鷹
を
好
み
、
よ
く
遣
う
と

「
成
仏
解
脱
」
が
疑
い
な
い
こ
と
な
ど
を
述
べ
る
。

　

次
に
「
本
朝
鷹
渡
始
事
」
に
お
い
て
は
、
仁
徳
天
皇
の
時
代
と
さ
れ
る
鷹

の
説
話
が
三
項
目
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
条
に

は
本
朝
に
鷹
が
三
度
伝
来
し
、
三
度
目
に
「
百
濟
國
」
か
ら
「
俱
智
祖
」
と

い
う
鷹
、「
米
光
」
と
い
う
鷹
飼
、「
袖
光
」
と
い
う
犬
飼
、「
と
ま
ほ
こ
」

と
い
う
犬
が
伝
来
し
た
説
話
、
第
二
条
は
天
竺
か
ら
「
勾
陣
、
米
光
」
と
い

う
使
者
、「
駿
王
」
と
い
う
鷹
が
伝
来
し
た
説
話
、
第
三
条
は
「
駿
鳥
」
が

渡
来
し
て
日
本
六
十
六
余
州
に
鷹
が
広
ま
っ
た
説
話
（
七
鳥
の
別
）
が
そ
れ

ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
二
条
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
の
叙

述
が
『
鷹
序
之
巻
』
の
第
三
条
の
そ
れ
と
極
め
て
近
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

『
和
傳
鷹
経
』「
本
朝
鷹
渡
始
事
」
第
三
条
の
叙
述
も
部
分
的
に
内
容
が
重
な

る
。
す
な
わ
ち
、『
鷹
序
之
巻
』
第
三
条
に
は
、
冒
頭
に
「
白
濟
國
」
か
ら

渡
来
し
た
鷹
が
富
士
山
に
て
七
つ
の
子
を
産
み
、
日
本
六
六
余
州
に
広
ま
っ

た
こ
と
が
短
文
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
和
傳
鷹
経
』「
本
朝
鷹
渡

始
事
」
の
第
三
条
に
見
え
る
よ
う
な
「
七
鳥
の
別
」
の
説
話
を
簡
略
化
し
て

触
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
『
鷹
序
之
巻
』
第
三
条
と
『
和
傳
鷹
経
』「
本
朝
鷹
渡
始

事
」
第
二
条
の
叙
述
内
容
は
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
が
、
部
分
的
に
細
か

い
異
同
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
鷹
序
之
巻
』
第
三
条
で
は
、
鷹
が
伝

来
し
た
時
期
を
「
清
和
天
皇
之
御
時
」、
伝
来
し
た
鷹
の
名
前
を
「
韓
巻
」

と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
和
傳
鷹
経
』「
本
朝
鷹
渡
始
事
」
第
二
条
で
は

そ
れ
ぞ
れ
「
仁
徳
天
皇
八
十
七
年
た
も
た
せ
お
ハ
し
ま
す
其
時
、
四
十
年
云

正
月
」「
駿
王
」
と
す
る
違
い
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
や
や
大

な
異
同
と
し
て
、『
和
傳
鷹
経
』「
本
朝
鷹
渡
始
事
」
第
二
条
で
は
そ
の
末
尾

に
お
い
て
「
小
竹
」
が
詠
ん
だ
和
歌
が
一
首
掲
出
さ
れ
、
さ
ら
に
続
け
て
駿

王
が
毘
沙
門
天
の
変
化
で
あ
る
こ
と
や
「
摩
伽
陀
の
内
鷲
峯
山
の
麓
」「
け

い
た
ん
国
の
う
ち
五
□
山
の
麓
」「
日
本
富
士
の
こ
し
」
と
い
っ
た
場
所
ご

と
の
鷹
の
呼
び
名
の
違
い
や
「
百
濟
国
」
か
ら
七
日
七
夜
か
け
て
「
つ
る
か

の
津
」
に
到
着
し
た
由
を
述
べ
て
結
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、『
鷹
序
之
巻
』

第
三
条
の
結
末
部
分
は
、
本
朝
に
伝
来
し
た
鷹
書
を
政
頼
が
相
伝
し
て
口
伝

と
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
信
濃
國
祢
津
」
に
伝
授
さ
れ
た
と
叙
述
し
て
い

る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
結
論
部
の
文
言
に
よ
っ
て
、『
鷹
序
之
卷
』
第

三
条
は
祢
津
家
の
鷹
術
の
由
来
譚
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
『
宇
都
宮
社
頭
納
鷹
文
抜
書

秘
伝
』（
注
5
）
は
、
本
奥
書
に
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）、
書
写
奥
書
に
寛

永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
の
年
記
が
見
え
、「
宇
都
宮
平
野
代
々
秘
書
」（
一

七
丁
表
）
と
記
さ
れ
る
鷹
書
で
あ
る
。
宇
都
宮
の
平
野
氏
と
は
宇
都
宮
神
社

の
神
官
に
準
ず
る
一
族
で
、
書
名
の
通
り
、
同
書
は
宇
都
宮
社
所
縁
の
テ
キ

ス
ト
と
判
断
さ
れ
る
（
注
6
）。
そ
の
冒
頭
に
も
、『
鷹
序
之
卷
』『
和
傳
鷹

経
』
の
鷹
の
伝
来
説
話
に
よ
く
似
た
類
話
が
以
下
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い

る
（
傍
線
は
私
に
付
し
た
）。

仁
徳
天
皇
之
御
代
を
八
拾
七
年
た
も
た
せ
給
ふ
。
四
十
貳
年
と
申
せ
し

正
月
十
日
、
き
の
へ
ね
に
太
國
よ
り
し
ゆ
ん
は
う
と
云
た
か
を
こ
さ
れ

た
り
。
太
國
の
御
つ
か
ひ
こ
う
ち
ん
、
し
ゆ
ん
わ
う
鷹
ふ
み
を
も
あ
ひ

く
し
て
渡
り
た
り
。
公
卿
大
臣
雲
相
蔵
人
殿
上
に
ま
い
り
た
ま
い
て
議

る
。
し
ゆ
ん
わ
う
請
取
へ
き
も
の
あ
る
。
其
時
、
源
の
正
頼
、
た
か
き

よ
う
な
る
に
如

（
マ
マ
）、

た
か
請
取
へ
き
。
宣セ

ン

旨シ

を
か
う
む
り
、
ま
か
り
む
か

い
け
る
。
大
国
の
御
つ
か
ひ
、
あ
さ
な
こ
う
ち
ん
実
名
し
ゆ
く
は
ふ
か

し
や
う
そ
く
に
は
、
太
あ
ら
れ
の
あ
け
に
ふ
け
も
の
、
さ
し
ぬ
き
に
ふ

し
そ
め
ま
る
の
き
ぬ
き
て
、
錦
の
ほ
う
し
を
し
た
り
け
り
。
か
た
ち
、

ほ
う
し
に
似
り
け
り
。
正
頼
あ
ひ
む
か
い
て
、
せ
ん
し
な
り
と
い
ひ
け

れ
は
、
し
ゆ
く
わ
う
申
て
い
は
く
、
し
ゆ
ん
わ
う
を
は
ま
い
ら
す
へ
し
。

鷹
ふ
み
お
も
あ
ひ
く
し
て
わ
た
さ
れ
た
り
、
と
い
ふ
。
そ
の
時
、
正
頼

た
か
を
請
取
け
る
。
同
く
た
か
ふ
み
を
は
請う

け

と
ら
す
し
て
、
し
ゆ
く
は

ふ
に
よ
め
と
い
へ
り
。
し
ゆ
く
は
う
、
さ
や
う
に
侍
は
ふ
う
ま
く
ら
を

た
ま
は
り
、
よ
む
へ
し
と
い
へ
り
。
そ
の
時
、
正
頼
小
竹
と
云
は
た
物

を
い
た
す
。
し
ゆ
く
わ
う
、
よ
ろ
こ
ひ
て
、
ゆ
か
よ
り
お
り
て
こ
ち
く

を
お
か
み
け
る
。
そ
の
時
の
し
や
う
そ
く
に
は
款
冬
け
む
の
き
ぬ
き
て
、

紅
の
は
か
ま
お
そ
き
た
り
け
る
。
ほ
と
け
の
ひ
す
い
女
来
の
か
た
ち
の

こ
と
し
。
其
時
、
正
頼
小
竹
に
む
か
い
、
し
ゆ
く
わ
う
に
た
か
文
を
よ

ま
せ
よ
と
い
ふ
。
し
ゆ
く
わ
う
、
た
か
ふ
み
を
は
よ
む
へ
し
と
て
小
竹
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よ
り
返
事
に
か
く
な
む
、

　
　
　
　

く
れ
は
と
り
か
さ
ね
し
よ
は
の
あ
し
た
よ
り

　
　
　
　

ふ
し
そ
ま
さ
れ
る
小
竹
殿
と
よ
ね

（
マ
マ
）

か
く
て
し
ゆ
く
わ
う
、
大
國
よ
り
あ
ひ
く
し
け
る
た
か
文
を
よ
む
。
さ

て
、
い
た
く
し
ゆ
ん
わ
う
は
、
こ
れ
た
ゝ
の
鳥
に
あ
ら
す
。
ひ
し
や
も

ん
天
皇
の
へ
ん
さ
な
り
。
ひ
し
や
も
ん
、
し
ゆ
ん
わ
う
の
そ
の
上
に
て

し
ゆ
ほ
う
を
請
、
け
い
そ
く
山
ま
て
き
て
う
な
り
。
ま
か
た
国
の
内
、

け
い
そ
く
山
を
こ
し
て
は
、
し
ゆ
ん
わ
う
と
い
へ
り
。
さ
い
ま
ん
國
の

内
、
け
い
そ
く
山
の
こ
し
に
て
は
、
ち
う
ま
ん
と
い
へ
り
。

其
後
、
み
な
も
と
の
蔵
人
正
頼
は
、
江
州
た
か
し
ま
の
住
人
也
。
し
ゆ

ん
わ
う
、
都
に
て
と
り
か
ひ
て
日
本
国
に
ひ
ろ
め
申
へ
き
の
御
い
と
ま

を
た
ま
は
つ
て
、
六
拾
六
ケ
国
を
ま
い
り
見
る
に
駿
川
の
國
大
國
の
し

ゆ
ほ
う
山
に
似
た
り
と
て
、
ふ
し
の
ふ
も
と
に
お
ち
つ
き
に
け
り
。
大

国
よ
り
は
正
月
拾
日
に
為
り
き
。
し
な
の
國
下
向
せ
し
日
は
三
月
廿
日

也
。
さ
て
正
頼
、
す
は
の
こ
ほ
り
に
と
ゝ
ま
る
。
し
ゆ
ん
わ
う
を
は
富

士
山
に
は
な
つ
。
十
四
の
子
を
う
む
成
。
お
ん
鳥
七
つ
、
女
鳥
七
つ
か

や
う
に
う
み
て
、
三
月
廿
日
よ
り
卯
月
毎
日
五
月
五
日
ま
て
、
以
上
五

拾
四
日
、
巣
ふ
し
て
我
身
の
せ
い
に
な
し
て
、
五
月
五
日
む
ま
の
時
巣

よ
り
い
た
し
て
子
と
も
に
の
う
を
な
ら
は
す
。
太
郎
の
鳥
を
は
、
わ
し

と
名
つ
け
て
き
り
ふ
な
る
く
ろ
を
し
て
わ
う
の
鷹
と
す
。
二
郎
の
鳥
お

は
、
熊
鷹
と
名
付
て
羽
を
と
り
て
、
お
ほ
鷹
と
す
。
三
郎
の
鳥
を
は
、

大
鷹
と
か
う
し
て
金ま

し

鳥
を
と
ら
せ
て
王
の
供
器く

ぎ

に
そ
給
ふ
。
四
郎
の
鳥

を
は
隼
と
名
付
て
、
し
ゆ
鳥
の
け
い
し
と
て
田
舎
の
土
民
百
姓
の
さ
く

も
ん
を
ふ
み
う
し
な
ふ
か
い
鳥
を
と
ら
せ
ん
、
わ
う
の
鷹
と
す
。
五
郎

の
鷹
を
鷂

ハ
イ
タ
カと

て
う

（
マ
マ
）申

て
ま
う
け
の
の
の
小
鳥
う
つ
ら
を
と
ら
せ
て
王
の

御
な
く
さ
め
と
し
、
諸
人
の
た
か
ら
と
す
。
六
の
子
を
は
、
と
ひ
と
名

付
て
日
本
の
ま
ん

（
マ
マ
）ゑ

ん
の
と
ふ
り
や
う
と
し
て
王
の
御
敵て

キ

を
□

ホ
ロ
ホ
しう

し
な

ふ
。
七
郎
の
鳥
を
こ
の
し
た
と
か
ふ
し
て
、
國
の
鳥
の
わ
う
た
る
へ
し
。

と
る

（
マ
マ
）つ

け
て
お
の
〳
〵
七
拾
五
日
か
四
日
の
う
を
な
ら
は
し
は
し
め
て
、

七
か
い
と
な
つ
て
、
ふ
み
月
十
五
日
む
ま
の
時
に
青
雲
の
中
へ
く
そ
く

し
て
、
飛
の
ほ
り
こ
く
う
に
て
子
供
を
打
ち
す
て
け
る
。
か
く
て
お
ん

な
い
の
中
を
た
ち
け
る
。
是
を
し
ち
鳥
の
わ
か
れ
と
云
侍
る
に
や
。
其

時
、
御
使
正
頼
た
か
の
ま
ほ
り
と
な
り
て
今
に
い
た
る
ま
て
鷹
ふ
み
の

相
傳
も
ろ
〳
〵
た
え
す
。
国
と
い
へ
る
本
地
ひ
し
や
も
ん
の
天
王
の
作

訦
に
て
す
は
の
な
ん
く
う
と
申
是
也
。
諸
人
を
し
ゆ
こ
し
た
て
ま
つ
り

侍
る
也
。
鷹
の
守
護
神
は
東
に
お
は
し
ま
す
と
也
。

　

右
に
見
え
る
鷹
の
伝
来
説
話
は
『
鷹
序
之
卷
』
第
三
条
お
よ
び
『
和
傳
鷹

経
』「
本
朝
鷹
渡
始
事
」
の
第
二
条
・
第
三
条
に
近
い
筋
立
て
を
持
つ
。
た

だ
し
、
細
か
な
モ
チ
ー
フ
の
違
い
が
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
本
朝
に
鷹
を
伝

え
た
使
者
の
名
前
に
つ
い
て
「
あ
さ
な
こ
う
ち
ん
実
名
し
ゆ
く
は
ふ
」
と
見

え
る
。「
こ
う
ち
ん
」
は
「
好
仁
」（『
鷹
序
之
巻
』）「
勾
陣
」（『
和
傳
鷹
経
』）

と
同
名
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
し
ゆ
く
は
ふ
」
は
異
な
る
名
前
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
装
束
に
つ
い
て
は
「
太
あ
ら
れ
の
あ
け
に
ふ
け
も
の
、

さ
し
ぬ
き
に
ふ
し
そ
め
ま
る
の
き
ぬ
き
て
、
錦
の
ほ
う
し
を
し
た
り
け
り
。

か
た
ち
、
ほ
う
し
に
似
り
け
り
」
と
叙
述
す
る
。
誤
記
も
含
め
て
や
や
文
意

が
と
り
に
く
い
が
、『
鷹
序
之
巻
』
が
使
者
の
装
束
を
「
大
荒
目
之
ホ
イ
ノ

色
之
。
刺
貫
節
染
之
。
三
重
ノ
衣
ヲ
着
タ
リ
。
錦
之
帽
子
ヲ
ゾ
シ
タ
リ
ケ
ル
。

形
ハ
似
僧
ニ
」
と
記
し
、『
和
傳
鷹
経
』
が
「
大
あ
ら
れ
の
あ
け
に
こ
う
の

さ
し
ぬ
き
に
藤
染
色
の
上
の
衣
を
着
た
り
。
錦
の
帽
子
を
し
た
り
。
其
時
の

形
、
僧
に
に
た
り
」
と
記
載
し
て
い
る
表
現
と
極
め
て
近
い
。
さ
ら
に
、

『
宇
都
宮
社
頭
納
鷹
文
抜
書
秘
伝
』
で
は
、
大
国
か
ら
の
使
者
が
小
竹
と
対

面
し
た
場
面
に
つ
い
て
「
し
ゆ
く
わ
う
、
よ
ろ
こ
ひ
て
、
ゆ
か
よ
り
お
り
て

こ
ち
く
を
お
か
み
け
る
。
そ
の
時
の
し
や
う
そ
く
に
は
款
冬
け
む
の
き
ぬ
き

て
、
紅
の
は
か
ま
お
そ
き
た
り
け
る
。
ほ
と
け
の
ひ
す
い
女
来
の
か
た
ち
の

こ
と
し
」
と
記
す
。
こ
の
よ
う
な
使
者
の
反
応
や
小
竹
の
装
束
お
よ
び
容
姿

に
関
す
る
表
現
は
、「
其
時
、
小
竹
ト
云
半
物
ヲ
出
ス
。
米
光
、
餘
ニ
喜
テ

床
ヨ
リ
下
、
七
度
拜
ス
。
小
竹
カ
獎
束
ニ
ハ
、
山
吹
之
匂
之
色
、
紅
之
茂
袴
、

髪
ハ
如
翡
翠
之
、
形
ハ
似
如
来
ニ
」（『
鷹
序
之
巻
』）、「
其
時
、
こ
ち
く
と

い
ふ
は
し
た
も
の
を
い
た
す
。
米
光
、
餘
に
悦
て
床
よ
り
お
り
て
七
度
拜
す
。

小
竹
か
装
束
は
款
冬
の
に
ほ
ひ
の
色
、
く
わ
に
紅
の
ま
ろ
袴
也
。
か
み
は
ひ

す
い
の
こ
と
く
、
形
は
如
来
の
や
う
な
る
」（『
和
傳
鷹
経
』）
と
そ
れ
ぞ
れ

類
似
し
て
い
る
。
以
上
の
鷹
の
伝
来
説
話
の
結
末
部
分
は
『
和
傳
鷹
経
』
と

ほ
ぼ
同
じ
で
、
続
く
七
鳥
の
別
れ
説
話
も
、
た
と
え
ば
、
駿
王
（
し
ゆ
ん
わ

う
）
の
子
供
に
関
す
る
叙
述
に
細
か
な
異
同
が
見
ら
れ
た
り
（『
和
傳
鷹
経
』
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に
は
二
郎
が
登
場
し
な
い
な
ど
）、
能
を
習
わ
せ
る
日
数
が
異
な
る
（『
和
傳

鷹
経
』
は
八
〇
日
、『
宇
都
宮
社
頭
納
鷹
文
抜
書
秘
伝
』
で
は
七
五
日
か
七

四
日
）
な
ど
と
い
っ
た
些
末
な
文
言
の
相
違
を
除
い
て
や
は
り
『
和
傳
鷹

経
』
と
類
似
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
鷹
序
之
卷
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
鷹
の
伝
来
説
話
は
、

近
世
前
期
～
中
期
に
お
い
て
書
写
さ
れ
、
伝
播
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
の
鷹

書
類
に
お
い
て
、
語
句
レ
ベ
ル
で
の
一
致
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
近
似
し
た
類
話

が
散
見
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
鷹
書
類
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
た
伝

承
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
に
普

遍
性
の
あ
る
説
話
を
引
用
し
つ
つ
も
、『
鷹
序
之
卷
』
は
、
結
末
部
分
に
お

い
て
「
祢
津
家
」
の
鷹
術
の
由
来
を
説
く
と
い
う
独
自
の
展
開
を
示
す
。
そ

れ
は
、
天
正
本
の
『
鷹
序
巻
』
の
内
題
に
「
祢
津
家
た
か
文
巻
類
之
内
」
と

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
奥
書
に
は
「
祢
津
松
鷂
軒
常
安
」
か
ら
「
依
田
十
郎
左

衞
門
」
に
伝
授
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
家
の
鷹
書
が
「
祢

津
家
」
と
の
所
縁
を
主
張
す
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
現
象
は
、
個
々
の
鷹
書
の
テ
キ
ス
ト
が
、
そ
れ
を
伝
来
し
た
人
々

の
思
想
や
精
神
文
化
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
伝
承
を
作
り
変
え
て
ゆ
く
事
例

と
し
て
興
味
深
い
。
で
は
、
な
ぜ
依
田
氏
は
こ
の
よ
う
な
「
祢
津
家
」
に
関

わ
る
鷹
術
伝
承
を
主
張
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
そ
の
伝
承
背
景
を
探

る
べ
く
、「
盛
昌
」
を
中
心
と
す
る
当
家
の
系
譜
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
る

こ
と
と
す
る
。

三
　
富
山
藩
の
依
田
氏
・
加
賀
藩
の
依
田
氏

　

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
三
月
以
降
、
加
賀
藩
で
は
、
各
藩
士
か
ら
『
諸

士
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
』
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
（
注

7
）。
同
文
書
の
内
容
は
「
当
主
の
略
歴
に
は
じ
ま
り
、
遡
っ
て
先
祖
以
来

の
系
譜
と
略
歴
、
つ
い
で
当
主
の
四
親
等
（
一
部
）
ま
で
の
親
族
を
書
き
あ

げ
た
も
の
」（
注
8
）
と
い
う
。
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越

能
文
庫
（
以
下
、
加
越
能
文
庫
と
略
す
）
に
は
、
文
政
五
年
～
一
一
年
（
一

八
二
二
年
～
一
八
二
八
年
）
お
よ
び
明
治
三
年
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
（
注
9
）、
依
田
盛
敬
氏
が
所
蔵
す
る
当
家
伝
来
の
文
書
の

中
に
は
、
同
文
庫
所
蔵
の
も
の
よ
り
さ
ら
に
古
い
『
宝
暦
四
年
四
月　

先
祖

由
緒
一
類
附　

依
田
次
右
衞
門
』
が
含
ま
れ
て
い
る
（
注
10
）。
す
な
わ
ち
、

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
加
賀
藩
に
提
出
さ
れ
た
一
類
帳
の
写
し
で
あ
る

（
注
そ
の
ほ
か
の
一
類
帳
示
す
）。『
鷹
序
之
卷
』
の
奥
書
に
よ
る
と
、
盛
昌

が
「
依
田
次
右
衛
門
殿
」
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
宛
て
伝
来
し
た
の
が
宝
暦
九

年
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
に
関
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
が
確
認
で

き
る
史
料
と
言
え
よ
う
。
以
下
に
同
文
書
の
全
文
を
挙
げ
る
（
句
読
点
お
よ

び
傍
線
は
私
に
付
し
た
）。

　
　

一　

三
拾
俵　

本
國
信
州

生
國
越
中　

歳
二
十
六　

依
田
次
右
衞
門

　
　
　
　

�

私
儀
依
田
十
郎
左
衞
門
嫡
子
ニ
御
座
候
処
、
寛
延
四
年
未
ノ
四
月
、

本
多
安
房
守
方
江
為
雇
分
鷹
役
被
申
付
相
勤
罷
在
候
処
、
宝
暦
四

年
戌
ノ
三
月
廿
七
日
御
鷹
方
御
徒
並
ニ
被
召
出
、
御
切
米
三
拾
俵

被
下
之
。
同
取
次
役
支
配
二
被
仰
付
候
。

　
　

一　

五
世
祖
父　
　
　
　
　
　
　
　

依
田
十
郎
左
衞
門

　
　
　
　

�

生
國
信
州
芦
田
下
野
一
族
ニ
而
、
芦
田
領
之
内
配
分
仕
佐
久
郡
ニ

居
住
仕
罷
在
御
処
、
鷹
家
之
儀
同
國
小
縣
之
住
人
祢
津
美
濃
壻
ニ

御
座
候
処
、
美
濃
男
子
無
御
座
、
因
茲
鷹
家
之
儀
不
残
依
田
江
相

傳
仕
候
。
其
後
、
芦
田
下
野
嫡
子
芦
田
右
衞
門
佐
儀
越
前
黄
門
様

江
御
附
、
御
家
老
ニ
罷
越
申
剋
、
十
郎
左
衞
門
儀
も
越
前
江
罷
越
、

芦
田
方
ニ
罷
在
及
老
年
則
越
前
ニ
而
、
病
死
仕
候
。

　
　

一　

五
世
祖
母　
　
　
　
　
　
　
　

祢
津
美
濃
娘

　
　
　
　

病
死
仕
候
年
号
承
傳
不
申
候
。

　
　

一　

高
祖
父　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
田
権
兵
衞

　
　
　
　

駿
河
大
納
言
様
江
被
召
出
罷
在
候
處
、
壮
年
ニ
而
病
死
仕
候
。

　
　

一　

高
祖
母　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
緒
承
傳
不
申
候

　
　

一　

曾
祖
父　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
田
次
郎
左
衞
門

　
　
　
　

�
父
権
兵
衞
病
死
仕
候
ニ
付
、
越
前
江
罷
帰
、
鷹
家
之
儀
不
残
祖
父
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十
郎
左
衞
門
ゟ
相
傳
仕
候
。
其
後
、
於
冨
山
淡
路
守
様
江
被
召
出
、

御
鷹
役
相
勤
罷
、
在
病
死
仕
候
。

　
　

一　

曾
祖
母　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
緒
承
傳
不
申
候

　
　

一　

祖
父　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
田
権
六

　
　
　
　

�

淡
路
守
様
江
被
召
出
、
御
側
近
ク
相
務
罷
在
申
候
。
其
後
、
父
次

郎
左
衞
門
病
死
仕
候
ニ
付
、
跡
式
被
仰
付
、
御
鷹
役
相
勤
罷
在
候

処
之
様
、
十
五
年
病
死
仕
候
。

　
　

一　

祖
母　
　
　
　

於
冨
山
村
隼
人
家
来
家
老
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
野
故
々
故
九
郎
兵
衞
妹

　
　
　
　

正
徳
四
年
病
死
仕
候
。

　
　

一　

父　
　
　
　

御
鷹
方
取
次
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
田
十
郎
左
衞
門

　
　
　
　

�

父
十
郎
左
衞
門
儀
、
實
ハ
於
冨
山
村
隼
人
家
来
家
老
役
鹿
野
故
々

九
郎
兵
衞
三
男
ニ
御
座
候
処
、
外
祖
父
依
田
権
六
男
子
無
御
座
候

ニ
付
、
権
六
為
養
子
。

　
　
　
　

�

長
門
守
様
、
御
代
与
外
組
ニ
被
召
出
御
鷹
方
相
勤
罷
在
候
処
、
先

出
雲
守
様
御
代
、
享
保
十
二
年
御
倹
約
之
時
分
、
御
人
減
ニ
而
、

御
暇
被
下
。
則
村
隼
人
方
江
給
人
並
ニ
罷
越
相
勤
申
候
。
然
処
、

護
国
院
様
御
代
、
享
保
十
七
年
、
祢
津
鷹
方
家
筋
之
者
、
御
用
ニ

御
座
候
由
ニ
而
、
横
山
故
大
和
守
、
被
貰
度
旨
隼
人
方
江
被
申
越
、

則
被
呼
寄
御
家
江
御
鷹
匠
ニ
被
召
出
、
御
切
米
七
拾
俵
被
為
下
之
、

御
鷹
役
相
勤
罷
在
申
候
。
寛
保
三
年
七
月
、
御
鷹
療
治
役
被
仰
付
、

大
應
院
様
御
代
、
延
享
三
年
十
一
月
、
御
塒
飼
役
被
仰
付
、
相
勤

申
候
処
、
謙
徳
院
様
御
代
、
寛
延
三
年
十
月
、
御
塒
飼
役
御
免
被

為
成
、
御
鷹
方
御
用
取
次
役
被
仰
付
候
ニ
付
、
則
取
次
役
療
治
役

共
ニ
相
勤
罷
在
申
候
。

　
　

一　

母　
　
　

出
雲
守
様
御
家
来
与
外
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
故
伊
兵
衞
娘

　
　

一　

外
祖
父　

右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
伊
兵
衞

　
　

一　

外
祖
母　

享
保
十
八
年
病
死
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
緒
無
御
座
候

　
　

一　

姉　
　
　

享
保
十
九
年
病
死
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
大
膳
家
来
給
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
右
内
妻

　
　

一　

妹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

父
十
郎
左
衞
門
方
ニ
罷
在
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
人

　
　

一　

弟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
田
虎
之
助

　
　

一　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
田
六
郎

　
　

一母
方　

お
ち　
　

出
雲
守
様
御
家
来
与
外
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
清
五
郎

　
　

一同　

お
は　
　

於
冨
山
村
隼
人
家
来
家
老
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堤
半
左
衞
門
妻

　
　

一父
方　

い
と
こ　

右
同
断
家
老
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
野
九
郎
兵
衞

　
　

一同　

同　
　
　

出
雲
守
様
御
家
来
御
馬
廻
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
嶋
八
郎
右
衞
門
妻
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一母
方　

同　
　
　

於
冨
山
村
隼
人
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
野
九
郎
兵
衞
妻

　
　

一同　

同　
　
　
　
　
　
　

堤
半
左
衞
門
せ
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堤
岩
之
助

　
　

一　

甥　
　
　
　
　
　
　

村
田
右
内
せ
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
千
之
助

　
　

一　

甥　
　
　
　
　
　
　

村
田
右
内
せ
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
幸
次
郎

一　

宗
旨
ハ
禅
宗
寺
ハ
堀
川
太
岩
寺
檀
那
ニ
而
御
座
候
右
私
先
祖
由
緒

一
類
附
必
斯
御
座
候
此
外
御
国
他
國
共
近
キ
親
類
縁
者
無
御
座
候
向
後

増
減
有
之
節
御
断
可
申
上
候
以
上

　
　
　

宝
暦
四
年
四
月　

依
田
次
右
衞
門
（
花
押
）（
長
方
印
）

　
　
　
　
　

山
崎
七
左
衞
門
殿

　
　
　
　
　

依
田
十
郎
左
衞
門
殿

　

ま
ず
、
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
当
主
の
「
依
田
次
右
衞
門
」
は
、『
鷹
序

之
卷
』
の
奥
書
に
見
え
る
同
名
人
物
に
該
当
し
よ
う
。
そ
の
注
記
に
よ
る
と
、

寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
か
ら
「
本
多
安
房
守
（
本
多
政
行
）」
に
鷹
役
と

し
て
仕
え
た
と
い
う
。
次
に
、
こ
の
「
依
田
次
右
衛
門
」
の
「
五
世
祖
父
」

と
さ
れ
る
「
依
田
十
郎
左
衞
門
」
は
、
そ
の
注
記
に
よ
る
と
、「
祢
津
美
濃
」

の
婿
と
な
っ
て
同
家
の
「
鷹
家
之
儀
」
を
残
ら
ず
相
伝
し
た
と
い
う
。
こ
れ

が
守
廣
に
該
当
す
る
人
物
で
あ
ろ
う
。「
祢
津
美
濃
」
は
「
祢
津
美
濃
守
」

を
称
し
た
祢
津
松
鷂
軒
と
思
わ
れ
る
。
同
注
記
は
さ
ら
に
「
芦
田
下
野
嫡
子

芦
田
右
衞
門
佐
（
依
田
信
蕃
）」
が
「
越
前
黄
門
（
結
城
秀
康
）」
に
仕
え
た

の
を
機
に
「
十
郎
左
衞
門
」
も
越
前
に
赴
い
た
と
記
す
（
結
城
秀
康
に
仕
え

た
の
は
正
し
く
は
信
蕃
の
二
男
の
加
藤
康
寛
）。
さ
ら
に
、「
高
祖
父
」
と
さ

れ
る
「
依
田
権
兵
衞
」
の
注
記
に
は
「
駿
河
大
納
言
様
（
徳
川
秀
忠
の
三

男
・
忠
長
）」
に
召
し
出
さ
れ
た
由
が
見
え
、「
曾
祖
父
」
と
さ
れ
る
「
依
田

次
郎
左
衞
門
」
の
注
記
に
よ
る
と
「
祖
父
十
郎
左
衞
門
（
守
廣
）」
か
ら

「
鷹
家
之
儀
」
を
残
ら
ず
相
伝
さ
れ
、
そ
の
後
に
「
冨
山
淡
路
守
様
（
初
代

富
山
藩
主
・
前
田
利
次
）」
召
し
出
さ
れ
て
「
御
鷹
役
」
を
勤
め
た
と
い
う
。

続
け
て
「
祖
父
」
と
さ
れ
る
「
依
田
権
六
」
の
注
記
に
も
「
淡
路
守
様
」
に

召
し
出
さ
れ
て
御
鷹
役
と
し
て
仕
え
た
由
が
見
え
、「
父
」
の
「
依
田
十
郎

左
衞
門
（
盛
昌
）」
の
注
記
に
よ
る
と
、
彼
は
実
は
「
冨
山
村
隼
人
家
来
家

老
役
鹿
野
故
々
九
郎
兵
衞
三
男
」
で
あ
っ
た
が
、
外
祖
父
の
依
田
権
六
に
男

子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
養
子
に
な
っ
た
と
い
う
。「
長
門
守
様
（
第
三
代

富
山
藩
主
・
前
田
利
興
）」
に
召
し
出
さ
れ
て
御
鷹
方
と
し
て
勤
め
て
い
た

が
、「
出
雲
守
様
（
第
四
代
富
山
藩
主
・
前
田
利
隆
）」
の
御
代
の
享
保
一
二

年
（
一
七
二
七
）
に
ご
倹
約
の
た
め
に
人
減
ら
し
さ
れ
、
暇
を
賜
わ
っ
た
た

め
、
隼
人
方
に
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、「
護
国
院
様
（
加
賀
藩
第
六
代
藩

主
・
前
田
吉
徳
）」
の
御
代
の
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
に
「
祢
津
鷹
方

家
筋
之
者
、
御
用
ニ
御
座
候
」
と
い
う
理
由
か
ら
「
横
山
大
和
守
（
加
賀
藩

の
年
寄
を
務
め
た
横
山
貴
林
）」
が
隼
人
方
か
ら
盛
昌
を
貰
い
受
け
、
当
家

の
鷹
匠
と
し
て
切
米
七
〇
俵
で
召
し
抱
え
た
と
い
う
。
そ
れ
以
降
、
寛
保
三

年
（
一
七
四
三
）
に
「
御
鷹
療
治
役
」
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
ま
た
「
大
應
院

様
（
加
賀
藩
第
七
代
藩
主
・
前
田
宗
辰
）」
の
御
代
の
延
享
三
年
（
一
七
四

六
）
一
一
月
に
「
御
塒
飼
役
（
鷹
の
飼
育
係
）」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
勤
め

て
い
る
と
、「
謙
徳
院
様
（
加
賀
藩
第
八
代
藩
主
・
前
田
重
熙
）」
の
御
代
の

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
一
〇
月
、「
御
塒
飼
役
」
を
放
免
さ
れ
て
「
御
鷹

方
御
用
取
次
役
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
た
め
に
療
治
役
と
と
も
に
勤
め
た
と

い
う
（
注
11
）。

　

以
上
の
由
緒
書
の
注
記
を
整
理
す
る
と
、
当
家
は
、
前
田
利
次
の
時
代
か

ら
享
保
年
間
ま
で
は
富
山
藩
に
御
鷹
役
と
し
て
仕
え
、
前
田
吉
徳
の
時
代
か

ら
加
賀
藩
の
御
鷹
役
と
し
て
仕
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
績
を
確
認
す
る

史
料
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
万
治
年
間
（
一
六
五
八
～
一
六
六
〇
）
の
富
山

藩
の
分
限
帳
で
あ
る
加
越
能
文
庫
蔵
『
御
先
祖
利
次
公
万
治
年
中
御
分
知
之

節
御
家
中
総
分
限
帳
』（
注
12
）
に
は
、
当
藩
の
「
御
鷹
師
衆
」
の
「
拾
七

石
五
斗
」
の
藩
士
と
し
て
「
依
田
次
郎
左
衛
門
」
の
名
前
が
見
え
る
。
ま
た
、

加
越
能
文
庫
蔵
『
富
山
分
限
帳
』（
注
13
）
は
、
そ
の
目
録
に
「
龍
光
院
様

（
利
次
）
御
代
分
限
帳
」
と
あ
る
文
書
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
じ
く
「
御

鷹
師
」
の
「
百
三
拾
石
」
の
藩
士
と
し
て
「
依
田
次
郎
左
衞
門
」「
依
田
権
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六
」
の
名
前
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
守
廣
流
の
依
田
氏
の
人
物
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
文
書
類
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
利
次
の
時
代
に
富
山
藩
の
鷹
匠
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
前
掲
の
『
宝
暦
四
年
四
月　

先
祖
由
緒
一
類
附

依
田
次
右
衞
門
』
が
伝
え
る
情
報
と
一
致
す
る
。

　

一
方
、
加
越
能
文
庫
蔵
『
護
国
院
様
御
葬
式
御
忌
鷹
一
巻
』（
注
14
）
に

は
以
下
の
よ
う
な
記
録
が
見
え
る
。

　
　

一　

延
享
二
年
六
月
十
二
日
辰
刻　
　
　

御
逝
去

　
　
　
　
　

上
野
四
塒
御
大
鷹　
　
　
　
　
　

据
人　
　

廣
瀬
伴
吾

　
　
　
　
　

弥
勒
山
拾
一
塒
御
大
鷹　
　
　
　

同　
　
　

武
山
八
佑

　
　
御
評
□ 

横
手
小
屋
三
塒
大
鷹　
　
　
　
　
　

同　
　
　

山
崎
八
郎
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
□　
　

依
田
十
郎
左
衞
門

　
　
　

但
十
郎
左
衞
門
儀
出
御
廟
所
御
鷹
放
候
節
鷹
式
法
等
相
勤
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

承
入
候
相
持
来
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
儀
右
衞
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
次
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
七
左
衞
門

右
御
鷹
三
居
六
月
廿
六
日
宝
田
寺
出
野
田
迄
御
葬
道
御
□
忘
鷹
但
御
鷹

数
之
内
御
詮
儀
方
之
御
立
世
ニ
御
拳
江
上
リ
申
鷹
御
□
右
三
居
ニ
相
極
ル

こ
れ
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
逝
去
し
た
加
賀
藩
第
六
代
藩
主
の
前

田
吉
徳
の
「
忌
鷹
（
鷹
を
死
者
供
養
の
た
め
野
に
放
つ
こ
と
）」
に
関
す
る

事
績
を
記
録
し
た
文
書
で
あ
る
。
右
の
記
事
に
お
い
て
大
鷹
を
据
え
る
鷹
匠

の
一
人
に
「
依
田
十
郎
左
衞
門
」
の
名
前
が
見
え
る
。『
宝
暦
四
年
四
月　

先
祖
由
緒
一
類
附　

依
田
次
右
衞
門
』
の
記
事
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は

当
家
で
初
め
て
加
賀
藩
に
仕
官
し
た
と
さ
れ
る
盛
昌
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
以
降
は
、
た
と
え
ば
、
加
越
能
文
庫
蔵
『
天
明
三
年
侍
帳 

坤
』

（
注
15
）
に
は
「
御
鷹
方
取
次
」
の
項
目
に
、「
九
拾
石
」
の
藩
士
と
し
て

「
依
田
知
左
衞
門
」
の
名
前
が
見
え
、
同
蔵
『
天
明
三
年
侍
帳 

坤
』
で
は

「
御
鷹
匠
」
の
項
目
に
「
七
拾
俵
」
の
藩
士
と
し
て
「
依
田
次
右
衞
門
」
の

名
前
が
見
え
る
。
そ
の
他
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
～
文
政
一
一
年

（
一
八
二
八
）
の
御
鷹
方
に
関
す
る
記
録
文
書
で
あ
る
加
越
能
文
庫
蔵
『
御

鷹
方
交
名
帳 

貮
冊
』（
注
16
）
に
も
繰
り
返
し
「
依
田
十
郎
左
衞
門
」
の
名

前
が
見
え
、
幕
末
ま
で
加
賀
藩
の
鷹
匠
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
こ
の
事
績
は
、
吉
徳
の
代
か
ら
加
賀
藩
に
仕
官
し
た
と
す
る
『
宝

暦
四
年
四
月　

先
祖
由
緒
一
類
附　

依
田
次
右
衞
門
』
の
記
事
と
一
致
す
る

と
言
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
宝
暦
四
年
四
月　

先
祖
由
緒
一
類
附　

依
田
次
右
衞

門
』
の
情
報
が
史
実
に
沿
う
な
ら
ば
、「
祢
津
鷹
方
家
筋
之
者
、
御
用
ニ
御

座
候
」
と
い
う
理
由
で
盛
昌
が
加
賀
藩
に
取
り
立
て
ら
れ
た
と
す
る
同
文
書

の
注
記
が
注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
藩
が
「
祢
津
鷹
方
家
筋
之
者
」

を
重
視
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
藩
主
の
前
田
家
は
代
々
、
徳
川
将
軍

家
の
儀
礼
を
模
す
（
注
17
）
と
い
う
慣
例
が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
鷹
狩
記 

祢
津
流 

完
』（
注
18
）
は
、
書
名

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
祢
津
流
（
家
）
の
鷹
書
で
、
そ
の
奥
書
に
は
以
下
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

信
濃
国
小
縣
郡
之
住
人
祢
津
之
家
之
山
多
賀
之
法
度
、
大
方
如
此

抜
書
ト
。
極
意
は
灌
頂
巻
可
有
者
之
。
手
金
奥
傳
之
。

�

祢
津
松
鷂
軒
常
安

�

依
田
十
郎
左
衛
門
守
廣

　
　

天
正
拾
六
年
戌　

　

子

　
　

二
月
朔
日

　
　

江
守
清
兵
衛
殿

　

或
書
曰
信
州
禰
津
氏
ハ
清
和
天
皇
ノ
皇
子
貞
保
親
王
ノ
裔
孫
左
衛
門

尉
道
直
ヨ
リ
代
々
禰
津
ニ
住
ス
。
天
文
比
村
上
義
清
ト
戦
テ
家
亡
滅
ス
。

禰
津
元
直
同
弟
美
濃
守
甲
州
ニ
奔
テ
信
玄
ニ
仕
ヘ
後
東
照
宮
ニ
奉
仕
薙

髪
シ
テ
号
松
鷂
軒
。
其
子
美
濃
守
信
政
蒙
台
命
家
傳
ノ
鷹
書
ヲ
献
ヘ
キ

由
ノ
処
、
信
政
卒
去
ニ
付
神
平
吉
直
奉
献
之
。
于
時
慶
長
七
年
歟
。
元

直
参
州
長
篠
ニ
於
テ
戦
死
ス
ト
云
ヘ
リ
。

（
※
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
鷹
狩
記 

根
津
流
』（
函
号
二
〇
七
―
一
〇
四
）
に

も
ほ
ぼ
同
文
の
奥
書
有
り
。）

　

右
の
奥
書
に
も
ま
た
、
天
正
一
六
年
の
年
記
と
祢
津
松
鷂
軒
常
安
と
依
田

十
郎
左
衛
門
守
廣
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
で
は
、
美
濃
守

（
祢
津
松
鷂
軒
）
が
、
は
じ
め
は
武
田
信
玄
に
仕
え
、
後
に
徳
川
家
康
に
仕

え
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
子
で
あ
る
信
政
が
秀
忠
に
鷹
書
を
献
上
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
卒
去
し
た
た
め
、
代
わ
り
に
神
平
吉
直
が
献
上
し
た
こ
と
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な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
松
鷂
軒
の
放
鷹
術
は
、
家
康

お
よ
び
秀
忠
と
い
う
徳
川
将
軍
家
に
ゆ
か
り
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

窺
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
加
賀
藩
が
依
田
盛
昌
を
鷹
匠
と
し
て
召
し
抱
え
る

こ
と
に
し
た
理
由
は
、
同
氏
が
徳
川
将
軍
家
ゆ
か
り
の
放
鷹
術
に
従
事
す
る

鷹
匠
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
因
と
予
想
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
盛
昌
が
息

子
の
次
右
衞
門
に
伝
授
し
た
『
鷹
序
之
卷
』
に
お
い
て
、
当
家
伝
来
の
鷹
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
祢
津
家
の
鷹
術
由
緒
譚
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
た
の
も
、

こ
の
よ
う
な
背
景
が
多
少
な
り
と
も
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

四
　
お
わ
り
に

　

以
上
に
お
い
て
、
依
田
氏
の
中
で
初
め
て
加
賀
藩
の
鷹
匠
と
な
っ
た
盛
昌

伝
来
の
『
鷹
序
之
卷
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
同
書
は
鷹
狩
り
の
伝
書

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
技
的
な
情
報
は
ま
っ
た
く
記
さ
ず
に
物
語
性
豊

か
な
説
話
の
み
を
叙
述
し
て
い
る
。
そ
の
本
文
の
中
か
ら
、
普
遍
的
な
鷹
の

伝
来
説
話
が
祢
津
家
の
鷹
術
の
由
来
譚
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
、
そ
の

伝
承
背
景
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
依
田
氏
が
鷹
術
を
伝
授
さ
れ
た
と
主
張
す
る
祢
津
松
鷂
軒
は
、

徳
川
家
康
に
仕
え
た
鷹
匠
で
あ
っ
た
。
彼
が
家
康
に
重
用
さ
れ
た
の
は
、
上

州
豊
岡
に
五
千
石
の
知
行
地
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
こ
の

よ
う
な
徳
川
将
軍
家
と
近
し
い
放
鷹
術
は
、
将
軍
家
の
儀
礼
を
ま
ね
る
加
賀

藩
主
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
将
軍
家
の
鷹
匠
で
あ

っ
た
祢
津
家
の
鷹
術
に
従
事
し
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
有
利
に
働
い
て
、

盛
昌
は
加
賀
藩
の
鷹
匠
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、

盛
昌
の
立
場
上
、
祢
津
家
と
の
所
縁
は
よ
り
喧
伝
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
家
業
を
継
い
だ
息
子
の
「
次
郎
次
右
衞
門
」
に
伝
授
す
る
鷹
書

（『
鷹
序
之
卷
』）
に
祢
津
家
の
鷹
術
由
来
譚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
背
景
に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
拙
稿
「
禰
津
流
の
鷹
術
―
加
賀
藩
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
書
を
め
ぐ

っ
て
―
」（「
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
」
第
七
〇
号
、
平
成
二
八
年
三

月
）
お
よ
び
同
「
富
山
藩
の
鷹
匠
・
依
田
氏
に
つ
い
て
―
祢
津
流
の

鷹
書
を
中
心
に
―
」（「
信
濃
」
六
八
巻
五
号
、
平
成
二
八
年
五
月
）。

（
2
）
拙
著
『
中
世
鷹
書
の
文
化
伝
承
』（
平
成
二
三
年
二
月
、三
弥
井
書
店
）。

（
3
）
同
書
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
。
永
青
文
庫
所
蔵
。
資
料
番
号
3
︲
3

︲
4
。
一
巻
。
表
紙
左
上
に
ウ
チ
ツ
ケ
書
き
で
「
和
傳
鷹
経 

上
下
」。

「
和
傳
鷹
経
上
」（
一
丁
表
）。「
和
傳
鷹
経
下
」（
三
七
丁
表
）。
縦
二

六
．〇
糎
×
横
一
八
．五
糎
。
袋
綴
じ
。
上
巻
の
目
録
は
一
丁
表
～
三

丁
裏
に
記
載
。
下
巻
の
目
録
は
三
七
丁
表
～
三
七
裏
に
記
載
。
全
五

五
丁
。
半
葉
一
一
行
無
罫
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
上
巻
の
奥
書

に
「
右
鷹
書
依 

上
意
所
令
書
写
進
上
之
如
斯
／
明
應
五
年

丙辰

閏
二
月

日
／
前
信
濃
守
神
貞
通
奉
」（
三
五
丁
裏
）。
下
巻
の
奥
書
に
「
右
鷹

書
依 

上
意
所
令
書
写
進
上
之
如
斯
／
明
應
五
年

丙辰

閏
二
月
日
／
前
信

濃
守
神
貞
通
奉
」（
五
三
丁
裏
）「
宝
暦
十
一
年
辛
巳　

以
宇
土
之
書

寫
之
」（
五
四
丁
表
）。
一
丁
表
、
五
三
丁
裏
、
五
四
丁
表
に
「
財
団

法
人
永
青
文
庫
蔵
」
の
蔵
書
印
有
り
。

（
4
）
拙
稿
「
諏
訪
貞
通
の
鷹
書
―
諏
訪
信
仰
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
」（「
國

學
院
雜
誌
」
第
一
一
四
巻
第
一
一
号
、
平
成
二
五
年
一
一
月
）。

（
5
）
函
号
一
九
五
。

（
6
）
注
（
2
）
に
掲
出
し
た
拙
著
の
第
二
編
第
四
章
「
宇
都
宮
流
の
鷹
書

―
『
宇
都
宮
社
頭
納
鷹
文
抜
書
秘
伝
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」。

（
7
）『
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
解

説
』「
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
」

（http://jm
apps.ne.jp/am

hr/det.htm
l?data_id=6658

）。

（
8
）
注
（
7
）
に
同
じ
。

（
9
）
三
保
忠
夫
氏
『
鷹
書
の
研
究
―
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
中
心
に
―

（
下
冊
）』
第
二
部 

第
五
章
「
徳
川
将
軍
家
・
幕
臣
、
諸
候
・
諸
藩
鷹

匠
な
ど
に
関
わ
る
鷹
書
」
第
四
節
「
依
田
十
郎
左
衞
門
守
広
、
依
田

源
五
貞
広
、
宇
野
七
之
佑
、
宇
野
富
泰
」（
和
泉
書
院
、
平
成
二
八
年

二
月
）
で
は
、
加
越
能
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
政
年
間
と
明
治

三
年
の
『
一
類
附
帳
』
を
も
と
に
依
田
氏
の
説
明
を
し
て
い
る
。

（
10
）
そ
の
他
に
依
田
盛
敬
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
『
一
類
附
帳
』
は
以
下
の
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通
り
。『
天
明
四
年
九
月　

先
祖
由
緒
一
類
附　

依
田
和
左
衞
門
』、

『
享
和
二
年
四
月　

先
祖
由
緒
一
類
附　

依
田
和
平
』、『
文
政
五
年

先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳　

依
田
十
郎
左
衞
門
』、『
安
政
四
年　

先
祖

由
緒
并
一
類
附
帳　

依
田
金
太
郎
』、『
弘
化
三
年
年
十
一
月　

依
田

故
十
郎
左
衞
門
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳　

依
田
式
左
衞
門
』、『
慶
應

三
年 

明
治
三
年　

先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳　

依
田
権
六
』。

（
11
）
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
の
『
依
田
家
系
圖
』（
巻
子
本
）
は
、
以
上
の
注
記

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
内
容
を
記
載
し
て
い
る
。
全
文
を
注
（
1
）
の
拙

稿 

「
富
山
藩
の
鷹
匠
・
依
田
氏
に
つ
い
て
―
祢
津
流
の
鷹
書
を
中
心

に
―
」
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）
史
料
番
号090-0504

。

（
13
）
史
料
番
号
特16.39-005

。

（
14
）
史
料
番
号　

特16.16-267

。

（
15
）
史
料
番
号 
特16.30-046

。

（
16
）
史
料
番
号 

特16.26-149

。

（
17
）
深
井
雅
海
「
徳
川
将
軍
家
と
加
賀
前
田
家
の
「
年
頭
儀
礼
」
に
つ
い

て
」（『
金
沢
市
史
会
報
』V

O
L.12

、
平
成
一
三
年
三
月
）。

（
18
）
函
号
一
六
三
―
一
〇
四
四
。

【
付
記
】

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
引
用
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
依
田
盛
敬
氏
と
金
沢
市

立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
長
野
県
短
期
大
学　

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

日
本
語
日
本
文
化
専
攻
）

（
連
絡
先　

〒
３
８
０
―
８
５
２
５　

長
野
県
長
野
市
三
輪
8
―
４
９
―
7
）

（
平
成
28
年
4
月
4
日
受
付
、
平
成
28
年
5
月
23
日
受
理
）


